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1　ݴ಄ר

年のࡢ 4 月から九州支部長をഈ命し，11 月には水Ҵ除草

展示ะの成੷を取りまとめたが，δϟンボタニシの৯害ࡎ

で無除草۠の雑草がほとんど無かったะ場が約 200 Χॴ中，

約 1 割の 20 数Χॴに及んだ。ะ場をબ定する段階では，こ

のタニシがいないか少ないะ場をબ定しているが，ᕲ水経࿏

や大雨でのܣ越しでの৵入が考えられる。また，除草ࡎ適用

性ࢼ験を実施している県のࢼ験場や植調ࢼ験地などで，δϟ

ンボタニシが生ଉしているะ場では，その被害๷止のための

ۤ࿑は大変なものである。除ڈしたつもりでも，一時的に౔

中にいたものが，その後ా面にはい出てくるものもいるし，

大雨の時にࢼ験࿮を越えて৵入することもある。とにかく雑

草調査がऴわるまで気がൈけない。

δϟンボタニシの一般໊はスクϛリンΰガイ（Pomacea　

canaliculata　Lamarck）で，1986 年 10 月に学໊，和໊が

確定した。ݪ産地はΞルゼンチン北部やウルグΞイとされて

いる。1981 年頃から৯用ൢ売を目的に養৩業ऀによる大量

増৩が始まったが，ফඅऀのᅂ好に合わず，放置したことか

ら野生化した。1985 年頃から水Ҵ，レンコン，ϛズイモ等

で被害をもたらすようになり，現在では九州地域を中৺に太

平洋地帯の暖地，温暖地の水ాで広く෼෍している。

δϟンボタニシのࠜઈを目指して，水ాへの৵入が見られ

始めた 1980 年後半，ࢲも地ݩの生産組合での一૟作ઓに参

加し，主要な用ഉ水࿏の水をམとし，1 ඖも࢒さないように

このタニシをरい，また赤いཛմをつぶす重࿑ಇを数年間ܧ

続したが，ࠜ ઈできるどころか，年ʑ発生面積が֦大していっ

た。その後，このような一૟作ઓは見かけなくなった。

δϟンボタニシは水Ҵの移植後の苗を৯べる害஬である

が，雑草も৯べるのでうまく利用するとӹ஬にもなる。ࢲが

福岡県のࢼ験場にۈ຿しているときにこのタニシを雑草の生

物的๷除ख段として利用する方法を検౼し，一定の成果を上

͛ることができた。しかし，この成果を活かすためにはా面

の均平化が極めて重要で，またきめࡉかな水管理も必要なこ

とから大規模経Ӧ農Ոや౔日に主な作業をする݉業農Ոには

೉しい。

δϟンボタニシはもともと養৩用に導入されたものだが，

৯ຯはどうだろうか。けばけばしいग色のཛմをみると，と

ても৯べてみたいという気が起こらない。ࣗ෼も 30 年来こ

のタニシと付き合ってきているがまだ৯べたことがない。զ

がՈの近くには水ాにྡ接し工業ஂ地があり，そこにॾ֎国

から研म生が来ている。ਅ夏の༦฻れに水ాの൞際でջ中電

灯を照らしԿか物色していたので，Կしているのかを๚ねる

と，このタニシをरっていた。どうするのかをฉいたところ，

৯べるといった。৯文化のҧいだろう。みんながαβエやΞ

αリなどを採るようにこのタニシをरってくれたら苗の被害

も少なくなるだろうに・・・・。

֎来の生物は一時的に増加，ൟໜすることはあっても，一

定期間を過͗れば，ఱఢの出現等で一定のີ度で生ଶ系の中

でバランスをとることが多い。すでに৵入が見られている地

域で，これ以上ີ度が増えることはないだろうと考えられる。

もちろん水管理やδϟンボタニシ๷除法の不ख際で苗の被害

が出るݥة性はあるが，すでにこのタニシと数े年来付き

合ってきた農Ոにとって，それほどාいものではないだろう。

苗への被害さえ回避できれば，除草ࢄࡎ෍後の後発生の雑草

を৯べてくれる。このため，δϟンボタニシが発生している

地域では除草ࡎ఍߅性雑草の発生がほとんど見られないこと

もこのタニシのޚ利ӹ（ʁ）であるかもしれない。δϟンボ

タニシと຤永く上खに付き合っていく以֎にないだろう。

ݴɹɹ಄ɹɹר

ެӹஂࡒ๏ਓ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձɹཧࣄ
۝भ支෦௕

大۾　光ળ
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ʮ৯の҆શʯ໰୊における
ϦεΫコϛϡχέʔγョϯ
の՝୊ ՊֶδϟʔφϦετ

はじめにɹ

農ༀや動物用ҩༀ品，৯品ఴ加物等，
生産現場で使われる化学物質へのফඅ
ऀの不安感はґવとして強い。これら
を੡଄ൢ売するا業や関ஂ܎体などは
情報ఏ供に౒め，理解をಘようとして
いる。࣏ࣗ体も，さま͟まなリスクコ
ϛュニέーションを開࠵している。以
前と比べるとՊ学的な理解は進んでい
る面もあるが，不安は解ফされていな
い。インターネット等で間ҧった情報
が൙ཞしていることも，新たな混ཚを
ॿ長しているように見える。

市ຽの৺理はどのようなものなの
か。なͥ，間ҧった情報が広がってし
まうのか。どのようなリスクコϛュ
ニέーションがٻめられているのか。
δϟーナリストとしての経験に基ͮき
考࡯する。

1��৯඼ࣗ体๊͕͑ΔϦεΫ
͕ɼཧղ͞Ε͍ͯͳ͍

やウΣブαイࢽは，さま͟まな雑ࢲ
ト等にࣥචし，ߨԋなども行っている。
この 10 年以上，いくつかの生ڠの広
報ࢽで৯の安શに関する連ࡌを持って
おり，組合һを対象としたษ強ձに出
てࢣߨを຿めるػձも多い。

農ༀや৯品ఴ加物等のリスクධ価や
リスク管理等についてもઆ明し，使用
がೝめられる前には，ৄしいಟ性ධ価
がٻめられ，ઁ取量によってਓが被る
リスクが大きく異なることなどをઆ明

し続けている。
その結果，農ༀや৯品ఴ加物等のリ

スク管理の࢓組みを理解してくれるਓ
は少なくない。しかし，理解ऀであっ
ても৺情としては，「༨計なものは使っ
てཉしくない」という気持ちが強い。
農ༀや৯品ఴ加物等は「必要ѱ」とい
う位置ͮけだ。多くのਓに知ࣝとして
決定的にܽけているのは，ࣗવ・ఱવ
の৯品ࣗ体が多くのハβードを๊えて
おり，管理がѱければ大きなリスクと
なりうること，そして，農ༀ等，意図
して用いる化学物質は管理して用いる
り，それらに比べてリスクは高くなݶ
く，事実上，リスクを無ࢹできるとい
う，比較のモϊαシではないか。

図 -1 は，国ཱҩༀ品৯品Ӵ生研究
ॴ安શ情報部の੊山ஐ߳子部長が作成
したもの。研究ऀは，৯品がӈ図で黒
ؙとして表されているリスクを多く含
んでおり，農ༀや৯品ఴ加物はಟ性ධ
価されて用いられているために，むし
ろリスクとしては小さいことを知って
いる。だが，一般の市ຽはࠨ図のよう

に，ࣗવఱવの৯品はなんの問題も๊
えておらず，農ༀやఴ加物でԚされて
いる，ととらえている。

Χビಟやඍ生物Ԛછ，加熱੡଄され
た৯品で生成している発がん物質等，
さま͟まなࣗવఱવ༝来のリスクにつ
いては，この 20 年あまりで研究が急
速に進展してきた。そうした情報が，
市ຽに伝わっていないのだ。農ༀのリ
スク管理を理解してもらうには，৯品
ࣗ体の本来の姿と，「৯の安શをकる」
というのはリスクゼロを௥ٻするもの
ではなく，「リスクをڐ容できる程度に
する」行為であるというೝࣝが不可ܽ
だろう。そして，農ༀが，Χビಟの抑
制等，৯の安શの向上にもݙߩできる
ことを知ってもらわなければならない。

2��ϦεΫのաେධՁɼաখ
ධՁ

ਓは，リスクの大きさを٬観的には
受け止められず，過大にධ価したり過
小に受け止めたりしがちである。過大

図 -1　৯品の安શੑにͭいてのΠϝーδൺֱ

দӬ　࿨ل

一般の人の
食品の汚染についてのイメージ

食品リスク研究者の
食品の汚染についてのイメージ
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食品

添加物や残留農薬
（右と左は同じもの）

図-1 食品の安全性についてのイメージ比較
出典：「健康食品」のことがよくわかる本（畝山智香子，日本評論社）
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に受け止めがちな要素として，「新ح
性」や「ਓ工的」「子どもに影響がある」
などが͛ڍられる（表 -1）。現在の日
本の৯品安શ問題において，ඍ生物に
よる৯中ಟは毎年のようにऀࢮが出て
おり，最大の՝題である。だが，ࣗવ
༝来であり新ح性がないためか，市ຽ
の関৺は高くない。一方，農ༀや৯品
ఴ加物はਓ工的であり，市ຽにとって
は知らないうちに৯品中に含まれ৯べ
させられるとのイメーδが強く，リス
クが過大に受け止められる要素を多く
持つ。

ຯਂいことに，市ຽだけでなくՊڵ
学ऀや技術ऀなどのઐ໳Ոも，ࣗらの
ઐ໳෼野以֎のリスク情報について
は，過大にೝ知することが実験調査で
確ೝされている。ݪ発と遺伝子組換え
৯品という二つのリスクについて一般
市ຽやそれͧれのઐ໳Ո，そして電ྗ
社һにධ価をٻめたところ，一般市ຽ
はどちらもݥةだとೝ知する܏向が強
いが，バイオઐ໳Ոは遺伝子組換え৯
品を安શだとೝ知する一方，ݪ発はة
子ྗઐ໳Ոݪ，だとみていた。一方ݥ
は，ݪ発を安શとೝめ，遺伝子組換え
৯品をݥةとみる܏向にあった。電ྗ
社һも同様だった。৺理学ऀの木下෌
༤京都大学໊༪ڭतは「ઐ໳Ոという
のは，あらΏる෼野に関して冷静なՊ
学的൑断ができるਓのことを意ຯする

のではなく，ࣗ෼の෼野だけを਎びい
きするਓのことなのである」と؃ഁし
ている。

が，リスク管理ऀ܎਎，農ༀ関ࣗࢲ
についてほぼ同じ考え方，管理法をと
る৯品ఴ加物や，同様に৯品安શҕһ
ձ等のݫしい安શ性ධ価を経ている遺
伝子組換え৯品について，不౰にݫし
いスタンスをとっていることにڻかさ
れることがしばしばある。逆にݴえば，
ઐ໳Ոはࣗらのઐ໳෼野の事象，リス
クのೝ知に؁さが出ていないか，常に
ࣗռする必要がある，ということでも
ある。

3��ଟ͘のೝ஌όΠΞε͕
ਓには͋Δ

ਓがさま͟まな事象を൑断する際に
は必ずバイΞスが入り，必ずしも合理
的な結࿦にはࢸらない。行動経ࡁ学等
により研究は進んでおり，ҩྍ෼野で
も情報をಘた際のバイΞスをઆ明し市
ຽに֮ࣗしてもらうことで，適切な意
保持につな͛ようとする߁݈，決定ࢥ
動きが進んでいる。

バイΞスにはさま͟まな種類があ
る。たとえば「確ূバイΞス」は，৴
じていることのཪ付けになる情報だけ
をٻめ，൱定的な例や反ূにつながる
情報をूめようとはしないことであ

る。「ೝ知的不ڠ和」は，৴じている
ことにໃ६が起きた場合，情報を無意
ࣝのうちにあえてΏがめて，ໃ६を解
ফしようとする৺の動きだ。「バンド
ϫΰン効果」は，「˓˓が流行してい
る」という情報が流れることで，それ
をબ୒しようとする支持がいっそう強
まること。ਓは，長いྺ史の中で「一
ॹに行動をとれば間ҧいない」という
経験を積んでおり，流行に流されがち
なのは生物としての౰વの性質ともݴ
える。

৯の安શにおけるさま͟まなコϛュ
ニέーションの問題のഎܠには，この
ような，ਓが本質的に๊えるೝ知バイ
Ξスが大きくབྷんでいる。Պ学的に適
切な情報をఏ供すればਓは理解しਖ਼し
く行動できるようになる，というわけ
ではない，という現実を౿まえて，コ
ϛュニέーションを実践する必要があ
る。

4��ϚεϝσΟΞのӨڹ

৯の安શ問題についての市ຽの混ཚ
において，大きな要素を઎めているの
がϚスメデΟΞやインターネット等に
おける問題のある報道である。たとえ
ば，リスクをとらえる時には，ハβー
ドとしての特性とともにઁ取量が重要
だが，量を無ࢹしてࢹݥةする報道が
ઈえない。農産物のཹ࢒農ༀ基४の௒
過は，「基४の 100 ഒཹ࢒」などと報
じられ，市ຽにインύクトを与える。
Պ学的には，一日ڐ容ઁ取量（AD*）
や急性参照用量 (ARfD) を௒えるかど

表 -1　実ࡍより΋リスクが大きいと市ຽがみなしてし·͏場合表-1 実際よりもリスクが大きいと市民がみなしてしまう場合

• 非自発的にさらされる

• 不公平に分配されている

• 個人的な予防行動では避けることができない

• よく知らない，あるいは新奇なものである

• 人工的なものである

• 隠れた，取り返しのつかない被害がある

• 小さな子どもや妊婦に影響を与える

• 通常とは異なる死に方（病気，けが）をする

• 被害者が身近にいる

• 科学的に解明されていない

• 信頼できる複数の情報源から矛盾した情報が伝えられる

出典：「新装増補リスク学入門4 社会生活からみたリスク」（岩波書店）
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うかが重要であり，これらを௒過する
事例は，意図して混入させる൜ࡑ以֎
はほぼありಘない。

だが，AD* や ARfD における割合
がه事中で৮れられることはあって
も，見出しは૬変わらず「基४の˓ഒ」
と表現されることがほとんどだ。

明らかなՊ学的な間ҧいも少なくな
い。農ༀや৯品ఴ加物は，ಟ性ධ価で
遺伝ಟ性発がん性がないことが確ೝさ
れたうえで用いられているのに，発が
ん性をࣗ明のものとして報じられるこ
とすらある。

こうしたഎܠには，現在のϚスメ
デΟΞ関ऀ܎の中に，Պ学的な知ࣝの
ബいいわΏる l 文系ऀه z が多いこと
が͛ڍられるだろう。また，急速に進
展を続ける৯品Պ学や農ༀ等の技術開
発を೺Ѳせず，ੲの農ༀ൷൑やෳ合Ԛ
છ൷൑等のࢥい込みにとらわれている
。等も少なくないऀه，ऀࣝ

さらに，報道は情報を商品として売
るӦ業行為である，という一面を持つ
ことも๨れてはならない。新ฉや週ץ
事等هはインύクトのある見出しやࢽ
でਓを引きつける。ςレビもࢹௌ率の
高低によって，広告主がつくかつかな
いか，ͻいては広告料金収入の金額が
変わる。そのため，事象の単७化や善
とѱにきっͺりと෼けてしまう二ݩ࿦
の情報が幅をきかせる。そのほうがわ
かりやすく，情報の受けखにܴ׻され
やすく，ൢ売部数の増加やࢹௌ率の上
ঢ等につながりやすいのだ。

リスク管理が๊えるコスト問題や，
一つのリスクを小さくしようと౒ྗす

ると別のリスクが大きくなってしまう
「トレードオϑ」などෳ雑な問題を報
道するのは，ࣗࢲ਎の経験からݴって
も容易ではない。

���Πϯλʔωットɼ4/4に
ΑΔ৘ใの֦ࢄ

さらに，近年大きな問題になってき
たのはインターネットのニュースαイ
トやιーシϟルネットαービス（SNS）
による情報伝達である。

2016 年 12 月，ࣜגձ社デΟー・
エヌ・エー（DeNA）がӡӦしていた
ϔルスέΞαイト WEL2 にප気の࣏
ྍ法，݈߁法や݈߁৯品等についての
事が多数あると指摘されه不明のڌࠜ
た。DeNA は WEL2 をはじめとする
10 のαイトを非ެ開にし，第ऀࡾҕ
һձを設置して調査をґཔした。第ࡾ
ऀҕһձは 2017 年 4 月，報告ॻをま
とめている。

それによれば，WEL2 では著作ݖ
法やҩༀ品ҩྍثػ等法（ༀػ法），
ه増進法等にҧ反するٙいのある߁݈
事がެ開されていた。報告ॻはݪҼと
して「ه事の質が低くても量産を重ࢹ
する方਑がとられ，広告収入増に伴う
利ӹが優先されていた」としている。
WEL2 は，2015 年 10 月にオープン
し，約 1 年後の 2016 年 11 月にはྦྷ
計ه事数 3 ສ 5,000 件，1 日のΞク
セス数が約 280 ສにも及んでいた。
౰初から内部でༀػ法等に఍৮するリ
スクや「ҩࢣ等のઐ໳Ոの؂मを付け
るべき」との指摘があったのに，ه事

を安く量産するために無ࢹしていた。
WEL2 は 2017 年 8 月にαイト࠶

開を断೦。毎日新ฉ 2017 年 8 月 9
日付けه事は，「ҩࢣによる؂मなど
の࢓組みを整えればコストがかかるた
め，ҩྍ݈߁෼野ではメデΟΞ事業が
成りཱたないと൑断したとみられる」
と報じている。

WEL2 にݶらずこうしたαイト
は，yahoo や google など検索エンδ
ンの上位にه事を出そうという工夫，
Search Engine Optimi[ation（SEO）
をۦ使している。ه事のタイトルをイ
ンύクトのあるものにしたり࿩題のݴ
葉を使ったり，さま͟まなやり方があ
る。農ༀやఴ加物൷൑は，極めて਎
近な࿩題である৯品にབྷみ，ਓʑがയ
વと๊える不安をさらにש起し引きつ
け，Ξクセス数をՔ͛るコンςンπで
ある。

このような「とにかく，関৺をू
めればよい，ਓを引きつければよ
い」という܏向は，blog や Twitter，
Facebook など，個ਓがӡ用する SNS
がさらにഥंをかけることになる。出
యが明らかでなくਅِがはっきりしな
い情報を，個ਓが֦ࢄする。さらに，「Պ
学的にਖ਼しい」ではなく，「面白そう」

「ಡまれそう」な情報が大きく֦大伝
播する。

国の行੓ػ関や研究ػ関等も広報ࢽ
やウΣブαイト，SNS 等で情報を発
৴しており，その多くはՊ学的にଥ౰
なものだ。だが，文章はわかりにくく
しく，また，SEOۤݎ もしていない
ため，情報֦ྗࢄという点ではさま͟
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まな商業αイトや SNS に大きく後れ
をとっている。

インターネットは，情報伝達のコス
トが低く，伝達スϐードが速いという
利点を持つ一方，以上のような大きな
ܽ点も๊えている。多くのਓが新しい
πールを前にして，その利点とܽ点を
೺Ѳして使いこなすにࢸっておらずৼ
り回されている，というのが現況であ
る。

��ɹద੾ͳ৘ใΛ఻͑ଓ͚Δ
ҙຯ

農ༀや৯品ఴ加物等のリスクコϛュ
ニέーションは，伝えるべき内容が最
新Պ学に基ͮきෳ雑化しているうえ，
1960 ～ 70 年୅に培われた「ݥةな
もの」というݹいࢥい込みにとらわれ
ている市ຽと，インターネットで量産
される間ҧった情報にৼり回されてい
るएいਓたちがコϛュニέーションの
૬ख先として混在し，ますます೉しく
なっている，とࢲには感じられる。

関ऀ܎は，情報ఏ供しコϛュニέー
ションをとることにർれているのだろ
うか。ফඅऀிが行੓の今後の໾割を
検౼するために 2016 年度に設置し報
告ॻをまとめた「৯品に関するリスク
コϛュニέーション研究ձ」でのエϐ
ιードを紹介したい。

ফඅऀிは৹ٞの中で，リスクは小
さいがফඅऀが感じる不安が大きいも
ののリスクコϛュニέーションに取り
組みたい，という姿੎を示した。これ
に対して事業ऀஂ体から出ていたҕһ

が次のように述べた。「リスクが本౰
に小さいのであれば，あえて৮れない
というબ୒もあるかなとࢥったので
す。とਃしますのは，気にしていない
方も気にしてしまうとなりますと，ڪ
らく今度は৯品事業ऀが必要ないかも
しれない過度の෼ੳや検査にखを回さ
なくてはいけなくなる」。つまりは，
৸た子は起こす必要がない，という意
見だ。

，もҕһとして出੮していたのでࢲ
「それではもうࡁまないのではないか。
ఴ加物とか農ༀとか，そうやってઆ明
してこなかったから，いまだにٙ問が
解ফされず，ちΐっとした情報で一般
の方が混ཚするということが܁りฦし
行われている」と述べた。

この対࿩のഎܠにあるのは，情報と
ফඅ動向を८るෳ雑な関܎性だと個ਓ
的には考える。৯品事業ऀは農ༀや৯
品ఴ加物等に対するՊ学的ࠜڌのない
൷൑にいらだつが，一方で大きな不ങ
ӡ動につながるわけではない，という
ことも知っている。リスクコϛュニ
έーション等で一部の市ຽが問題にす
ることと，大多数のফඅ行動は，実際
にはずれている。

また，無農ༀや無ఴ加等の商品開発
は，市ຽ・ফඅऀに対する多様なબ୒
のఏ供につながり，事業ऀにとってࢶ
は，他事業ऀとの差別化に結びつく取
り組みでもある。事業ऀのそうした౒
ྗは，ਖ਼౰にධ価されるべきだ。無農
ༀや無ఴ加৯品は，それらを使わない
୅わりに別の方策でΧビಟやඍ生物等
のリスク管理を行い，品質もҡ持しな

ければならず，高い技術ྗがٻめられ
コストもかかる。それが高い価֨で売
れるのはཱ೿なا業౒ྗである。

一方で，そうした差別化，બ୒ࢶの
ఏ供はԟʑにして，「農ༀやఴ加物は
ൈいた方が，安શでよいものになり，
高くもなる」という間ҧったೝࣝを市
ຽに与えてしまう。

農ༀに関する間ҧった情報を৴じ
て，まったくࠜڌがないのに「ࢲはѱ
いものを৯べている。子どもにѱいも
のを৯べさせている。お金がないか
ら，農ༀを使ったこんなものしか৯べ
させることができない。いつか，なに
かとんでもないことが起きるのではな
いか」という不安を๊いているਓたち
がいる。ࢲがߨԋした後に寄ってきて
個ਓ的に質問を౤͛かけるお฼さんた
ちが，必ずとݴってよいほどそんなこ
とをޱにする。

間ҧった情報による݈߁影響はない
としても，こうした気持ちの l 被害 z
は計り知れない。そう考えると，「৸
た子は起こさなくて良い」ではなく，
৯品事業ऀには多様なબ୒ࢶをఏ供す
ると同時に，その意ຯを適切にઆ明す
る੹೚がある，と考える。

���৘ใΛެ開ͯ͠͠ߟڞ
ղܾࡦΛ୳Δの͕Ϧεコϛ

では，どのようにコϛュニέーショ
ンを図ったらよいのか。

リスクコϛュニέーションを内ֳ෎
৯品安શҕһձは用ूޠで「リスク෼
ੳのશ過程において，リスク管理ػ関，
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リスクධ価ػ関，ফඅऀ，生産ऀ，事
業ऀ，流通，小売りなどの関ऀ܎がそ
れͧれのཱ場から૬ޓに情報や意見を
ަ換すること」と定義している。だが，
もう少し広くਂくとらえてよいのでは
ないか。

木下෌༤京都大学໊༪ڭतは「対象
のもつリスクに関連する情報を，リス
クに関܎するਓʑ（スςークホルダー）
に対して可能なݶり開示し，たがいに
共考することによって，解決に導く道
。૝と技術」と定義しているࢥを୳すے

ϙδςΟブな側面（ϕネϑΟット）
とネガςΟブな側面（リスク）の両
方から，情報をఏ供し両面性とಁ明
性を確保することで，ఏ供ऀの「ެ
ਖ਼さ (fairness)」を示す。さらに，一
方的に情報ఏ供するのでなく，たと
えば行੓と市ຽであれば行੓がՊ学
的な情報をఏ供し，市ຽが受け止め
方，৺理等をઆ明し，ٞ࿦することで
いを理解し「৴པと੹೚ޓ (trust and 
responsibility)」を૒方がߏஙしてΏ
くことになる。

આಘや۶෰させるのではなく，関
܎ ऀ が 共 考 す る こ と で「 ৴ པ 性 」
(reliability)をৢ成する。リスクコϛュ
ニέーションを単なる意見ަ換ձとと
らえてはならない。

本ࢽಡऀの多くは，市ຽに৯の安શ
について情報ఏ供する側だろう。「知
ࣝをڭえる」というスタンスにཱつと，
市ຽの৴པや共感はಘられにくい。も
ちろん，Պ学的にଥ౰でෳ雑な情報を
伝えるۤ࿑は多ʑあるが，一方で，ࣗ
らにもリスクの過大ධ価，過小ධ価が

あることやೝ知バイΞスを持つことを
౿まえなければならない。ࣗ෼も一市
ຽでありফඅऀであることを๨れず，
市ຽとの共感のϙイントを୳りながら
情報をఏ供するべきだ。૬खには，ࣗ
෼にない知ࣝや体験があり導かれる面
もあることを೦಄にଚ重，ଚܟを๊い
ていれば，そのਅ᎜さは市ຽ側にも伝
わる。

ॾ֎国の行੓ػ関，市ຽஂ体などの
動きを見て気付くのは，積極的に情報
を開示し，ੈ間に൙ཞする情報のバイ
Ξスをਖ਼す活動をしている組৫がある
ことだ。ӳ国の੓෎ػ関「国ຽ保݈αー
ビ ス 」（National Health SerWice）
の ウ Σ ブ α イ ト，NHS $hoices は

「Behind the Headlines」という日本
で༁すと「見出しのཪ側をಡむ」とޠ
いうझࢫのコーナーを設置し，新ฉや
ςレビニュース等で紹介された݈߁情
報を取り上͛て，間ҧいを指摘した
り，આ明が足りない場合はิ足したり

している。農ༀや৯品ఴ加物等が࣬ױ
をটいているとする研究結果が発表さ
れニュースになると，その࿦文のݶք
を解આしたり，ニュースのϛスリード
を指摘している（図 -2）。

ま た， 同 じ く ӳ 国 に は「Science 
.edia $entre」という市ຽஂ体があ
り，ニュースが出るとෳ数のՊ学ऀの
コメントをࡌܝする，というやり方で，
情報の適ਖ਼化を図っている。

いずれも共通してݴえるのは，Պ学
的にଥ౰ではない問題のあるニュース
が流れਓʑの࿩題になっているその時
に，情報を出していること。「この農
ༀがࣗด঱と関܎があるらしい」など
と࿩題になっている時が，もっとも農
ༀへの関৺が高まっている時期でもあ
る。多種多様な情報がҲれている現୅
にあっては，タイϛングをಀせばもう
どれほどՊ学的にはਖ਼しい情報であっ
てもސみられない。良きにつけѱきに
つけ࿩題になっている時が，適切な情

図 -2　ӳࠃࠃຽอ݈αーϏス 	/)4
 のウΣブαΠト
農ༀ΁の長期മ࿐がೝ஌঱リスクの૿大にͭながっている，とする৽ฉの報道をとりあ͛，ࠜڌの࿦จの
内༰をղઆし，報道はߦきա͗であり，࿦จには大きなݶքがあることを示している。



দӬ：ʮ৯の҆શʯ໰୊ʹ͓͚ΔϦεΫコϛϡχέʔγョϯの՝୊　7

報を市ຽにఏ供するチϟンスである。
δϟーナリストとしてのཱ場からݴ

えば，素早く対応すると取ࡐが不足し，
Պ学的なଥ౰性の検ূが不足するδレ
ンϚがある。ઐ໳Ոも，ニュースの間
ҧいがݦ著ならなおさら，時間をかけ
てޡ解をটかない文章を࿅り上͛，で
きればだれかほかのઐ໳ՈのΞドバイ
スを受けて推Ꮟしてެ表し問題点を指
摘して，適切な理解促進につな͛たい，
と考えるだろう。日本ではとくに，組
৫としてޡりのないஏずかしくないも
のを，という意向が強くಇき，対応が
遅くなる。

だが，そのときにはԟʑにしてタイ
ϛングをಀし，その情報は多くの市ຽ
に受け入れられない。とりわけ，イン
ターネットが有ྗな情報伝達ルートに
なった現在は，間ҧい情報が流れ始め
た時点で，「それはҧう」とઐ໳Ոが
すばやく੠を上͛ SNS 等をۦ使して
मਖ਼を図るのが，もっとも効果的に間
ҧい情報の֦大を๷͗適切な情報をফ
අऀにಧける方法だと考える。

それと平行して，平時から市ຽやメ
デΟΞ関ऀ܎に定期的に情報をಧけ意

見ަ換しておくことが，関܎作りや৴
པߏஙに໾ཱつのではないか。

近年は，日本৯品ఴ加物ڠձやバイ
ςク情報普及ձ等，定期的にメデΟΞ
関ऀ܎をूめるセϛナーを開࠵する業
քஂ体が増えてきた。農ༀ工業ձが毎
日新ฉと合同で，ՈఉՊڭ་・栄養ڭ
་をूめ，৯の安શや栄養に関する情
報をઐ໳Ոがఏ供する「৯育セϛナー」
を定期開࠵しているのも，ڭ育現場へ
最新のՊ学的ࠜڌに基ͮく情報をಧけ
る観点からڵຯਂい。

これをやれば一気に理解がਁಁす
る，というようなリスクコϛュニέー
ションの l 特効ༀ z はない。ςーϚや
問題とする৯品の種類，地域，情報を
ఏ供するऀと受け取るऀの関܎性など
によって，適切な方法がまるで異なる，
ということが，2003 年に৯品安શ基
本法が施行されて以降のさま͟まな取
り組みの中でわかってきた。৯品メー
Χー，農ༀや৯品ఴ加物等のا業，流
通関連ا業，行੓，研究ऀ，δϟーナ
リスト等の৯品生産供給にかかわる多
くの関ऀ܎が，環境ෛ荷低減や経ࡁ性
なども考えながら安શで高品質の৯品

を安定して供給して行きたい，と考え
ている。市ຽも，安શ高品質の৯品を
ক来のੈ୅にもわたって安定して৯べ
続けたいことをئっている。目ඪは実
は同じであることを意ࣝし，ෳ雑な問
題を「共考」してΏく取り組みを進め
たい。
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トルコギキョウのੜ࢈ɾফඅと
技術開発のಈ޲

։ൃ๏ਓڀݚཱࠃ
農業ɾ৯඼࢈業技術総合ߏػڀݚ
໺ࡊՖ͖ڀݚ෦໳

෱ా　௚子

はじめに

ΞメリΧݪ産のリンドウՊの花「ト
ルコギキョウ」を͝ଘ知だろうか。キ
ク，Χーネーション，バラ，Ϣリ等に
次͙主要な切り花品目で，結婚ࣜの
ブーέや૷花，葬ّの祭ஃ，ଃ౴用の
花ଋ，洋花෹花など幅広く使われ年間
を通じて需要が高いのだが，ೝ知度が
低いのが࢒೦である。そのݪҼとして
一重の季節性の草花から，多様な色ࢵ
と形の品種が短期間に૑出されて花容
が大きく変化したことや，季節行事等
と関連ͮけられていないことが考えら
れる。一方，海֎においてもトルコギ
キョウの生産と流通が֦大し始めてお
り，種苗，切り花ともに国際商品となっ
ている。本稿ではトルコギキョウの生
産とফඅの状況および技術開発の動向
を概観する。

඼छのมભ

バラ，Ϣリ，Χーネーションは国内
で流通している切り花の大半が海֎の
種苗ձ社の品種であるのに対して，ト
ルコギキョウはほぼશて国内で育種さ
れた品種である。海֎で生産，流通し
ているものも大半が日本の種苗ձ社の
品種であり，他の切り花品目にない育
種上の国際的な優位性がզが国にあ
る。

1935 年͝ろに日本に導入されたト
ルコギキョウは一重のࢵであったとさ
れるが短期間にϐンク，白が෼཭した。

第二次ੈք大ઓ中は花の育種はもとよ
り生産も中断されたが，ઓ後生産ऀに
より育種が࠶開された。特に७白の花
หの先端側がࢵやϐンクにԑ取られる
෴輪花色（図 -1）の品種が長野県と
ઍ葉県で作出された 1980 年୅からਓ
気がでて生産量が増加した。トルコギ
キョウといえばࢵ෴輪というҹ象が定
ணしたのもこのころのことである（福
ా 2016）。

一方 1990 年の花のສതでグランプ
リとなった७白ീ重品種「キングオブ
スϊー」の作出はトルコギキョウが婚
ྱ業຿等に用いられる洋花に成長する
きっかけとなった。このころから育種
の主体は個ਓ育種Ոから種苗ձ社に
移行するとともに，流通する切り花
のほとんどが一重からീ重࡙きに変化
した。さらに最近は花หのԑがࡉかく
波ଧつϑリンδ࡙きで大輪のീ重品
種（図 -2）にਓ気があり，より高単
価で流通している。花ห数が多く大輪
で「良い表情」の花やܪがݻい切り花
を生産するために，面積౰たりの定植
本数を減らし，ะ場で早期に不要な
෼枝や蕾を摘除して 3 枝 3 花等の形
に࢓上͛る「芽整理」を行うことが生
産ऀに対して市場や実需ऀから推঑さ
れている。バラにඖఢするଘ在感とバ
ラをはるかに上回る花持ちの良さから
定൪の洋花に成長したീ重࡙きの品種
は，一重で和風のझがある従来のト܈
ルコギキョウとは別物であり，ӳ໊ޠ
Lisianthus の「リシΞンαス」とݺ
শを෼けてফඅऀにΞϐールしていく
ことがఏҊされている。

ੜྔ࢈のਪҠと࢈஍動向

農水省の花き生産出荷統計の品目別
作付面積および出荷ྦྷ年統計による
と，トルコギキョウの出荷本数は，デー
タがある平成 2 年（1990 年）の 8,260
ສ本から平成 10 年（1998 年）1 億
3,070 ສ本をϐークに઴減し，平成
28 年（2016 年）は 1 億 90 ສ本（77�）
となっている。切り花の生産量શ体が
ϐーク時の 67� に減少している中で
は下͛幅は小さい。東京都卸売市場の
データについて平成 28 年と਒災前の
平成 22 年（2010 年）とを比較すると，
確かに取りѻい数量は 2,967 ສ本か
ら 2,628 ສ本に 11％減少しているが

特集・トルコギキョウの栽培体系と技術開発の動向

　図 -1　Ұॏ෴ྠのトルコギキョウ

図 -2　  芽整理したീॏ࡙きϑリンδの࠷৽
品種
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平均単価は 133 円から 171 円に上ঢ
している（図 -3）。数量を月別にみる
と，12 月から 4 月の寒ީ期はわずか
に増加܏向にある一方で 6 月から 11
月は減少し，特に 7，8，9 月の減少
幅が大きい（図 -4）。平均価֨はいず
れの月も上ঢしているが，特に 2，3，
11 月は 200 円を越える高価֨となっ
ており，需要を満たせていないと推測
できる。また，生産量が大幅に減少し
た 7，8 月も価֨が上ঢしていること
から，こちらは需給のϚッチングが進
んだ効果と考えられる。

トルコギキョウの季࡙き（ࣗવ開
花）は 7 月から 8 月である。 夏が冷
ྋな高冷地が主に 7 月から 10 月，加
温により越冬可能な中間地や暖地が主
に 11 月から 6 月に出荷しており，気
ީの異なる産地の連ܞによって市場へ
の周年供給が成ཱしている。生産量が
減少している 7 月から 9 月は高冷地
の出荷時期であり，道෎県別に見ると

生産量 1 位の長野県の他，7 位の北海
道，8 位の福島県の減少幅が大きい（図
-5）。福島県については東日本大਒災
で夏秋トルコギキョウの産地であった
川ມொや൧ؘଜが避೉۠域になり栽培
೉となったことが影響した。北海道ࠔ
や長野県については，前述のཱ࢓ての
変化による定植本数減少の他にਓख不
足や高ྸ化など社ձ的な要Ҽが考えら
れる。一方，ԭೄ県の出荷量はこの
6 年間に 2 ഒ以上にݦ著に増加した。
これは春の需要期に取りѻい数量を増
やしたい市場の意向を受けて，ا業や
生産ऀ組৫が系統的に産地作りを進め
た成果である。今後も出荷量が増えそ
うで注目すべき事例である。 

12 月から 4 月の寒ީ期に市場流通
量が増加したݪҼの一つは台湾からの
輸入である。夏野ࡊのཪ作として無加
温で栽培できることや，輸出入商社が
日本の市場ニーズを೺Ѳして品種બ
定や品質管理をపఈした結果，平成

12 年（2000 年）には 4 ສ本程度で
あったのが平成 25 年（2013 年）に
は 950 ສ本まで増加し（図 -6），福岡
県の 1,050 ສ本に次͙生産量第 4 位
の産地となった。その後，為替等の問
題により輸入量は減少にసじたが，平
成 28 年（2016 年）は国内での生産
量第 7 位の北海道と同程度の 465 ສ
本が輸入された。台湾からの輸入品は
他の品目と同様に，定時，定量，定（低）
価֨で取引が可能なことから葬ّ業຿
需要や花ଋ加工等，トルコギキョウに
とって新たな冬季の需要を開拓した。

ফඅ動向

෮ڵி・農水省のҕୗプロδΣクト
༧ࢉによって地域࠶生花き生産コン
ιーシΞムがશ国の主要花き卸，஥
卸ձ社および生花ళ 84 社のྗڠをಘ
て，2015 年に実施したトルコギキョ
ウのফඅ・需要動向Ξンέート調査に
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よると，トルコギキョウの用్は婚ྱ
25％，葬ّ 21％，ギϑト等の高ڃ小
売 26％でこれら業຿需要といわれる
ものが 72％，一般品小売 16％，花ଋ
加工 9％などこれらホームϢース需要
といわれるものが 28％であった。婚
ྱや葬ّ等の業຿需要は今後も増加す
ると見込まれている。　

用్によってߪ入する品種と価֨帯
が異なり，婚ྱ需要では大輪ϑリンδ
ീ重品種，葬ّ需要では中大輪系のീ
重品種，小売りは幅広く，花ଋ加工で
は品種よりも価֨重ࢹであり輸入等で
定価定量であることを優先するという
結果であった。また，現在の市場での
入価֨帯（卸売価֨）は用్͝とߪ
に異なり，婚ྱや高ڃ小売では 1 本
200 円以上，葬ّは 180 円から 200
円，一般品小売は 150 円から 180 円，
花ଋ加工では 80 円から 130 円が最も
多くなった。ফඅऀ向けのൢ売価֨は
卸売市場価֨の約 3 ഒが目安なので，
例えば市場価֨ 200 円の切り花はళ
಄では̍本 600 円以上となるため，
トルコギキョウはϢリに続く高価֨な
品目となっている。このようなことか
ら，前述のΞンέートで今後ر望する
単価水४についてਘねたところ，これ
までよりもかなり減額された回౴だっ
た。トルコギキョウの東京都卸売市場
の年平均単価は 170 円とこれまでに
ない高価֨になっているが（図 -3），
この状況が長く続くと考えない方が良
さそうである。

技術開発の動向

ҭ苗

花きの生産技術開発の目的は季࡙き
よりもより早く，より遅く出荷する作
型の開発であり，究極にはਫ਼度高く目
ඪの時期に出荷可能とするための開
花調節技術の確ཱであろう。6 月から
9 月に出荷するトルコギキョウの季࡙
きの作型は保温程度で積極的な加温を
せずに 10 月から 3 月に播種して育苗
し，12 月から 5 月に定植する。低温
期の育苗では 3 ϲ月程度を要する場
合もある。これよりも早く，または遅
く出荷する作型においては，4 月から
9 月に播種し高温期に育苗するため，
対策をߨじなければ本葉 3 対以降も
節間が伸長しない「ロゼット状ଶ」と
なり生産を著しく્害する。ロゼット
状ଶへの誘導は高温ૺ۰がݪҼとさ
れ，この問題の解決のために多くの時
間を要した。現在は抽台開始には一定
の低温が必要と理解され，夜冷育苗，
冷房育苗，種子冷蔵処理など，低温要
を満たすための技術メニューが出ଗٻ
い，回避が可能となっている（大川ら 
2003）。

しかし生産ऀ個ਓや生産ऀஂ体が冷
蔵ݿや冷房可能な育苗ハウスの設置අ
用とランニングの経අをෛ୲し，停電
や管理上のトラブルを回避して良質な
苗を安定生産するのは೉しく，苗のߪ
入が増加している。苗は種苗メーΧー
が受注生産しているが，一部でエネル

ギーコストやਓ件අの安い海֎での生
産が始まっている。また，気象環境や
管理ऀの資質などに影響を受けず，安
定的で作型に応じた苗生産が可能なਓ
工光ด࠯系での育苗についても研究開
発が始まっており，今後の成果が期଴
される。

光にΑΔ開Ֆௐઅɹ

トルコギキョウの花芽෼化と開花は
気温による影響が大きいが，長日に
よって花成が促進され，短日によって
抑制される。低温短日期を経る冬春出
荷の作型では 15 度程度の加温と組み
合わせて白熱灯による夜間 4 ～ 6 時
間の暗期中断や 16 時間以上の日長延
長による開花促進技術が開発された

（௩ాら 1982）。一方，高温長日期を
経る秋出荷作型では切り花長や෼枝数
の確保を目的として，8 ～ 9 時間日長
になるよう短日処理を行うことで花芽
෼化が抑制されることが明らかにされ

（௩ాら 1986），高冷地の一部で実施
されている。

近年 LED の開発に伴ってトルコギ
キョウの花成における光応౴反応の解
ੳが進み， 700 ～ 800 nm の遠赤色

（FR）光に強い開花促進効果があり，
600 ～ 700 nm の赤色（R）光は冬に
は弱い開花促進，夏には開花抑制を示
し，季節によって逆の効果があること
が明らかになった（ॅ༑ 2014）。混
合照射等の実験結果から，冬季には R
／ FR が 0.15 ～ 0.7 で R 光 と FR 光
を混合照射すると最も開花促進効果が
高いことが明らかになり，実用的な市
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ൢ光源の開発が進められている。また，
品種や気温によって効果が異なるもの
の，赤色 LED や蛍光ランプなど R ／
FR が高い光源の電照によって開花が
抑制され，秋季の切り花品質向上や収
穫期の෼ࢄが可能であることが示され
ている。 

ౙय़҆قఆੜ࢈と௿コεト化
おΑͼೋࢎ化୸ૉࢪ用

トルコギキョウを 1 月から 3 月の
冬春季に出荷する作型は，15 ～ 18
度設定で加温し日中は 25 度で換気す
る管理が一般的で生産コストが高い
うえ，花芽෼化の遅れやブラスチン
グ（蕾のࢮރ）のため開花遅延が生じ
やすく生産が不安定であった。これに
対してզʑはトルコギキョウの開花特
性と光合成同化産物にண目し，昼温を
30 度，加温設定を 10 度とする温度
管理，20 時間の長日処理，大苗定植
等を組み合わせることで，低コストで
1 ～ 3 月に確実にトルコギキョウを出
荷する栽培技術の開発と実ূを行い，
考え方と基本ϚニュΞル http://www.
naro.affrc.go.jp/flower/research/
ples/eustoma_manual201203_1.pdf
をެ表した。この「トルコギキョウの
低コスト冬季計ը生産技術」は，農林
水産省が近年の研究成果のうち，早急
に現場に普及すべきものを毎年બ定す
る「農業新技術 2012」にબ定され，
一部の生産現場に導入されている。

冬春季の生産性向上のために，従来
とは異なる二酸化炭素施用技術の開発
も進めた。低日照地域においては前述

の高昼温管理と組み合わせ，日中の光
の強い時間帯に二酸化炭素施用を行う
ことによりブラスチングが回避され，
切り花品質が向上し，収ӹ性も向上す
ることを実ূした（6shio ら 2014）。
さらに，従来二酸化炭素施用技術の不
適地とされた静岡県をはじめとする冬
季高日照地域でも効果的な二酸化炭素
施用の方法を開発・実ূしつつあり普
及が期଴される。　

一方，日຅の時間帯（end of day）
から数時間における温度，光ܹࢗによ
る植物の応౴を EOD 反応とݺぶ。こ
の時間帯での温度管理にண目した変夜
温管理（EOD-Heating）ならびに同
じ時間帯の遠赤色光照射（EOD-FR）
処理によって冬季生産におけるエネル
ギー౤入量（೩料使用量）を࡟減でき
ることがෳ数の花き品目で明らかにな
り（ॅ༑ら 2009；道園ら 2010），「日
຅後（EOD）の加温や光照射による
花きの省エネルギー生産技術」が「農
業新技術 2013」にબ定された。౰技
術は冬季Չ日照地域であるௗ取県に
おいてトルコギキョウの春出荷作型
での効果が報告されており（஛ଜら 
2014），他の地域や作型においても導
入が検౼されている。

の՝୊ޙࠓ

トルコギキョウの栽培技術開発の౰
面の方向としては引き続きエネルギー
コストの低減や 3 月から 5 月の需要
期の生産量の増加，9 月から 10 月の
品質向上を目指すことになるのであろ

う。一方で中長期的には農Ոށ数が減
少し̍経Ӧ体౰たりの栽培面積が増加
すると考えられ，ޏ用࿑ಇでのӦ農を
前ఏとして周年生産を目指す必要が生
じると考えられる。また，極端な気象
現象が増加する中で周年生産を行うた
めにはハウスや૷උに今よりも多く౤
資せ͟るをಘなくなるであろう。౤資
の前ఏとなる計ը的な経Ӧを目指す場
合，૬場にࠨӈされるのではなく，定
量・定期・定価のܖ約生産が可能とな
る栽培技術の確ཱが必要である。その
ためにはトルコギキョウの花成反応の
生理遺伝的な理解に基ͮいた高ਫ਼度な
開花調節技術の開発や，計ը生産に適
した品種の育成が不可ܽである。

日本より遅れてトルコギキョウの生
産が始まったが，オランダでは 1 ށ
あたりの平均面積 2.5 ha の 12 経Ӧ
体（合計 30 ha）が年間 1 億 3500 ສ
本を生産しੈք中にൢ売している（図
-7）。育苗ձ社が種子冷蔵とιーςΟ
ングϚシンの導入によって生育のଗっ
た大苗を供給し，生産ձ社ではػցで
定植後，収穫まで৮らずに加温とิ光
による促成栽培を行い，同一ะ場で年
間 6 作するという。日本は作付面積
437 ha で生産量が 1 億 90 ສ本であ
ることと比較すると，いかに効率的か
が明ྎである。もとより，市場がٻめ
る切り花の形質（品質）やエネルギー
コスト，ਓ件අが日本とオランダでは
大きく異なるため同じことはできない

　図 -7　  Φランμでのトルコギキョウの大規
模生産
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が，పఈ的に生育を促進する技術体系
に学ぶことは多い。

トルコギキョウは౔৕ප害等の影響
が大きく連作がࠔ೉である。オランダ
では大苗をີ植してࠜ域を౔৕の浅૚
にݶ定し，改植の度にৠ気による౔৕
ফಟを行うことによって連作を可能に
している。զʑは日本の市場ニーズに
あった切り花を౔৕ফಟが不要な水耕
栽培によって年 3 作する技術開発を
行った（図 -8）。高ਫ਼度な計ը生産は
未達成であるが，品種のબ定と白熱灯
による開花促進，二酸化炭素施用等に
よる光合成促進やύッドΞンドϑΝン
およびώートϙンプによる冷房，これ

らのෳ合環境制ޚ技術によって周年生
産が可能であることを実ূした。今後
も日本型の効率生産シスςムとして，
切り花品質の季節間差の解ফや計ը生
産のਫ਼度の向上のための技術開発を進
める༧定である。
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　ナスՊホオズキଐのΞメリΧݪ産の一年生ؼ化草本。ാ地，
ࣳ地，ߥ地，道端など，૫せたところから肥ཊなところまで౔
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Ώえに，;っくらとした色Ԓのඒしいもののᄻえにも使われ，

第ޠ物ࢯ部は源ࣜࢵ 28 ஽「野෼」の中で，野෼のਧきߥれた
翌日，ۄຮのॅまいで൴ঁを見て「酸

ほおずき

ᕶなどい;めるやうに;
くらかにて，൅のかかれるܺʑうつくしうおぼΏ」とݴわしめ，

「酸ᕶ」が引き合いに出てくる。
　ホオズキの໊ݹを「ً

かが

݂
ち

」とも「赤かがち」ともいう。ݹ事
の中のਢه

す さ Ώ き お み お と

佐೭男命のീ
や ま た の お ろ ち

ມ遠࿊ஐୀ࣏の段，足
あ し な ͮ ち

໊௣が遠࿊ஐの
容๴を「その目は赤かがちのよう」と౴える。ਅっ赤に，らん
らんとًく؟は，赤くख़れたホオズキを連૝させるほどにສ葉
ਓにもҹ象的であったのであろう。
　ώロハϑウリンホオズキも，風鈴状にਨれ下がる᣾がਅっ赤
になれば，今ほどにはݏわれていなかったかもしれない。いや，
反対に，ダイズാにਅっ赤な風鈴が下がり始めると，それを目
ҹにࠜこそ͗ൈき取られることになっていたのかもしれない。

ʢެࡒʣ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձ
ฌݧࢼݿ஍ɹਢ౻ɹ݈Ұ

༿෩ླ（酸ᕶ・َ౮・ً݂）޿
（ヒロハϑウリンϗΦζキ）

ాാの૲
͘さ͙さ

種
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トルコギキョウの寒冷地における
栽培体系と技術開発 山形県庄内総合支庁

農業技術普及課

佐藤　武義

はじめに

わが国のトルコギキョウの切り花の
作付面積は，『花き生産出荷統計』（農
林水産省　2017）によると約 450ha
であり，年間出荷量は 1 億本前後を
推移している（図 -1）。生産は北海道
から九州まで各地域の気象条件を活か
して行われており，2016 年の主な生
産県は，長野県，熊本県，福岡県，山
形県，静岡県，愛知県，北海道，福島
県などである（表 -1）。

トルコギキョウの切り花は，日持ち
が非常によいことと，多様な花色と花
形を持つ品種が育成され目新しさもあ
ることから，和洋の生け花や冠婚葬祭
を問わず，現在は周年，幅広く利用さ
れるようになっている。トルコギキョ
ウの生産および流通における特徴を

市場統計情報（東京都 2017）で見る
と，寒冷地では，育苗期が低温で，生
育，開花期に高温，長日となる夏秋季

（6 ～ 9 月）の出荷量が多い（図 -2）。
また，近年，育苗期と生育が夏季の高

温を経過し，開花期が低温，短日とな
る秋冬季（10 ～ 12 月）出し栽培技
術の開発が行われ，供給が増加してい
る。一方，暖地では，春夏季（4 ～ 6
月）や秋冬季出し栽培に加えて，育苗
期が高温で，生育，開花期が低温，短
日となる冬春季（1 ～ 3 月）出し栽培
技術の開発が行われ，供給が増加して
いる。秋冬季から冬春季の出荷量の増
加は，図 -2 と図 -3 の月別卸売数量と
単価の推移に示すとおり，従来，夏季
の切り花と位置付けられていたトルコ
ギキョウの需給バランスの改善にも反
映されてきていると考えられる。そこ
で，本稿では，積雪寒冷地である山形
県における栽培体系と秋冬出し栽培技
術の開発事例と普及動向の概要を紹介
したい。

特集・トルコギキョウの栽培体系と技術開発の動向

図 -1　日本におけるトルコギキョウの作付面積と出荷量
　　　　　　　（農林水産省：『花き生産出荷統計』）

図-1 ᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟トルコギキョウのస௜㠃✚とฟⲴ量
（㎰ᯘỈ⏘┬㸸『花き⏕⏘ฟⲴ⤫ィ』）

100.900

12.100

12.100

9.540

5.500

4.940

4.920

4.620

4.430

4.280

3.990

3.490

（農林水産省「平成28年度花き生産
出荷統計」）

福岡

熊本

表-1　トルコギキョウの出荷量が多
い都道府県

高知

千葉

長野

静岡

愛知

北海道

秋田

山形

福島

出荷量（百万本）
全 　国

・
都道府県

全　国

図-2 トルコギキョウの月別卸売数量と単価の推移
（東京都中央卸売市場年報『花き』 2016）

図 -2　トルコギキョウの月別卸売数量と単価の推移
　　（東京都中央卸売市場年報『花き』 2016）

表 -1　トルコギキョウの出荷量が多い都道府県

（農林水産省「平成 28 年産花き生産出荷統計」）
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栽培体系と開発技術

（1）作型

寒冷地では秋に播種して育苗・定植

後に越冬させる作型と，冬～春に播種
して育苗・定植する作型がある（図
-4）。無加温栽培では，主に 9 月～翌
年 1 月に播種すると 6 ～ 7 月に収穫
期となり，2 ～ 4 月の播種では 8 ～
9 月が収穫期となる。このうち，秋に

播種を行う栽培においては加温ないし
加温および電照を行うことで，播種期
と収穫期を前進させることが可能で
あり，4 ～ 5 月からの収穫が可能であ
る。また，春に播種する栽培において
は，吸水種子の湿潤低温処理，冷房育
苗，苗の低温貯蔵，短日処理，さらに
は加温や電照を組み合わせることに
よって，播種期と収穫期を遅らせるこ
とが可能であり，秋冬季出し栽培が
可能な作型が開発されている（図 -4，
図 -5）。

秋冬季出し栽培においては，育苗期
の高温の影響による苗のロゼット化に
注意することの他に，定植後の高温長
日条件で生育することによる早期開花
と切り花ボリュームの不足に注意する
必要がある（図 -6）。また，生育中期
以降の低温，短日，少日照による開花
遅延と花芽の発達停止（ブラスチング）

（図 -7）を解決する必要がある。

図-� トルコギキョウの月別卸売数量と単価の推移
（東京都中央卸売市場年報『花き』 200�）
図 -3　トルコギキョウの月別卸売数量と単価の推移

　　（東京都中央卸売市場年報『花き』 2004）

図-� ᒣᙧ┴ෆ12ࡿࡅ࠾࡟月ୖ᪪཰✭のトルコ
ギキョウの᱂ᇵ≧ἣ

図 -5　山形県内における 12 月上旬収穫の
トルコギキョウの栽培状況

図-� ⛅෤Ꮨࡿࢀࡽࡳ࡟花ⱆのⓎ㐩೵Ṇ（ࢳࢫࣛࣈ
（ࢢࣥ
ᕥ㸸Ⓨ㞾ᮇࡽ࠿▷᪥㸪ྑ㸸花ⷣ⫧኱ᮇࡽ࠿▷᪥

図 -7　  秋冬季にみられる花芽の発達停止
（ブラスチング）

左：発雷期から短日，右：花蕾肥大期から短日

播種

高温
(20-25℃以上）

涼温
(15-20Υ）

低温
(10℃以下）

花芽の発達停止
（ブラスチング）

低温・少日照

高温ロゼット

早期開花、切り花

ボリューム不足
ձ

ղ

ճ

図-6 トルコギキョウの⏕⫱の≉ᚩと⛅෤Ꮨฟࡋ᱂ᇵのㄢ㢟
ձ㧗 ࡿࡼ࡟ⱑのࣟࢵࢮト໬㸪ղᐃ᳜ᚋの㧗 と㛗᪥ࡿࡼ࡟᪩ᮇ㛤
花とษࡾ花࣮࣒࣎ࣜࣗ୙㊊㸪ճ⏕⫱中ᮇ௨㝆のప ࣭▷᪥࣭ᑡ᪥↷
（ࢢࣥࢳࢫࣛࣈ）㛤花㐜ᘏと花ⱆのⓎ㐩೵Ṇࡿࡼ࡟

図 -6　トルコギキョウの生育の特徴と秋冬季出し栽培の課題
①高温による苗のロゼット化，②定植後の高温と長日による早期開花と切り花ボリューム不足，
③生育中期以降の低温・短日・少日照による開花遅延と花芽の発達停止（ブラスチング）

図-4 無加温で夏秋季に収穫および出荷する作型（上，中）と
山形県で開発された秋冬季に収穫および出荷する作型（下）

4月　　　5月　　　6月　　　7月　　　8月　　　9月　　10月　　　11月　　　12月　　　1月
播種　無加湿　　　　  定植

収穫

短日処理

苗の低温
貯蔵（10℃）

15℃加湿

電照　15℃加湿

図 -4　  無加温で夏秋季に収穫および出荷する作型（上，中）と山形県で開発された秋冬季に
収穫および出荷する作型（下）

〜〜

〜〜
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（2）苗のロゼット化の回避

秋～春に育苗する場合，ロゼット状
の苗は加温によって容易に伸長して花
芽を形成する。一方，春～夏に育苗す
る場合，発芽適温は 20 ～ 25℃であ
るものの，高温ロゼットが誘発され
る温度に近い（大川 2003）ので，既
述のように育苗方法に工夫が必要で
ある。例えば，播種から 10℃の暗黒
条件下で 5 週間，吸水種子の湿潤低
温処理（谷川ら 2002；福島ら 2017）
を行ったり，播種から 7 週間程度，
昼温 25℃／夜温 15℃に設定する冷房
育苗（吾妻・高野 1996）を行ったり，
高温ロゼットが問題になる時期の前に
播種・育苗した成苗を 10℃・24 時間
白色蛍光灯照明下で低温貯蔵する方
法（佐藤ら 2004）などで回避できる。
なお，定植後に短日処理を行う栽培
方法の場合，中生品種や晩生品種のロ
ゼット化への移行は，これまで知られ
ていた平均気温 25℃以下でかつ夜温
20℃以下（大川 2003）より低い平均
気温 18℃以上で誘起されることが示
されている（佐藤ら 2004）ものの，
現在，山形県内の大規模種苗供給施設

（図 -8）では，吸水種子の湿潤低温処
理技術が積極的に活用されており，定
植後に短日処理を行う秋冬季出し栽培
においても苗のロゼット化の問題はほ
とんど見られない。また，成苗の低温
貯蔵技術が主に苗供給時期の調整とし
て活用されている。

（3）日長反応

トルコギキョウ
は量的長日植物で
あることから，長
日条件によって節
間伸長と花芽形成
が促進される。た
だし，高温時は短
日条件下でも花芽
形成しやすく，逆
に低温条件では長
日による花芽形成
効果が大きい。日長に感応するように
なるのは本葉 2 対葉展開期頃からと
なる。日長反応性は品種間差が見られ，
夏季，早期の花芽形成を抑制するため
の短日処理期間中においても，早生品
種では花芽形成が進むのに対して，晩
生品種では花芽形成しにくい（佐藤ら 
2004）。すなわち，花芽形成に対して，
早生品種では温度が，晩生品種では日
長が，より支配的である。現地事例と
して，図 -9 に山形県内の 10 月中旬
出しハウスにおける定植後の短日処理
の有無の影響を示す。ロゼット化は，
吸水種子の湿潤低温処理を行っている
ことから，高温期の育苗・定植でも問
題にならないものの，短日処理を行わ
ない場合，栄養成長期間が短く , 早期
開花した草姿となり，切り花の商品花
数が少なかった。一方，短日処理を 4
～ 5 週間程度行うと，栄養成長期間
が適度に確保でき，商品性の高い切り

花が収穫できた。今後，短日処理を行
わない場合でも商品性の高い切り花が
収穫可能なような適応性の高い品種に
ついて，調査や情報共有をさらに進め
る必要がある。

秋冬季の短日期には，電照栽培によ
る長日処理が花芽形成・開花の促進に
効果的である。電照には光合成を促進
するほどの強い光は必要ないが，光質

（光の波長）の影響が大きい。長日処
理の光源には一般的に農業用の白熱電
球が使用されているが，省エネルギー
で長寿命な発光ダイオード（LED）へ
の切換えが望まれている。LED は単
色光を照射することから，日長反応性
における光質の影響を知ることが重要
である。そこで，秋冬季の夜間の電
照光源について比較してみたところ，
赤色光（600 ～ 700nm）／遠赤色光

（700 ～ 800nm）比（R ／ FR 比）の
小さい白熱電球の方が，R ／ FR 比の

図 -8　山形県の大規模種苗供給施設における育苗の状況（A）と播種作業（B）および高温期における吸水種子の湿潤低温処理状況（C）

䠞䠝

図-� ᒣᙧ┴ෆࡿࡅ࠾࡟トルコギキョウの10月中᪪ฟࡋ᱂ᇵࡿࡅ࠾࡟▷᪥ฎ⌮の᭷↓ࡿࡼ࡟
⏕⫱㛫ᕪ（ⓑ㸸中⏕ရ✀㸪ࢡࣥࣆ㸸中⏕ရ✀）
$㸸྾Ỉ✀Ꮚの‵₶ప ฎ⌮ᚋ �月ୖ᪪ᐃ᳜㸪▷᪥ฎ⌮↓ࡋ

୺ⱼの⠇数㸸�⠇㸪ษࡾ花㛗60FPၟࠋရ花数�㹼�ಶ�ᮏ
%㸸྾Ỉ✀Ꮚの‵₶ప ฎ⌮ᚋ �月ୖ中᪪ᐃ᳜㸪▷᪥ฎ⌮᭷ࡾ

୺ⱼの⠇数㸸1�㹼16⠇㸪ษࡾ花㛗100FPၟࠋရ花数6㹼�ಶ�ᮏ

図 -9　  山形県内におけるトルコギキョウの 10 月中旬出し栽培におけ
る短日処理の有無による生育間差（白：早生品種，ピンク：中
生品種）

A：吸水種子の湿潤低温処理後　8 月上旬定植，短日処理無し主茎の
節数：9 節，切り花長 60cm。商品花数 3 ～ 4 個 / 本
B：吸水種子の湿潤低温処理後　7 月上中旬定植，短日処理有り主茎
の節数：15 ～ 16 節，切り花長 100cm。商品花数 6 ～ 8 個 / 本

A B
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大きい昼白色蛍光灯や植物育成用蛍光
灯，メタルハライドランプと比較して
花芽形成・開花促進効果が大きかっ
た。また，切り花品質も R ／ FR 比の
小さい白熱電球の方が優れた。さら
に，R ／ FR 比の大きく異なる遠赤色
蛍光ランプと赤色蛍光ランプ，あるい
は遠赤色 LED と赤色 LED の夜間電照
の効果を比較すると，遠赤色光を主体
とした光源が花芽形成・開花を促進し
た（図 -10）。キクの電照栽培におい
て有効な光質は赤色であるが，トルコ
ギキョウの開花促進のための長日処理
においては遠赤色光が有効であり，こ
の点は，同じ長日植物であるモデル実
験植物のシロイヌナズナと同様であっ
た（図 -11，表 -2）。トルコギキョウ
に遠赤色 LED や白熱電球を用いて夜
間電照すると，花成関連遺伝子の中で，
シロイヌナズナの F  T や S O C 1 のトル
コギキョウのホモログである E g F T L

および E g S O C 1 L の発現が電照をしな
い場合よりも早い段階から発現するこ
とから，両遺伝子が花成誘導に寄与
していると考えられている（高橋ら 
2015）。さらに，トルコギキョウでの
研究ではないが，遠赤色光単独よりも，
弱い赤色光が含まれる混合光が長日植
物の開花に有効な例も報告されている

（Nishidate ら 2012）。今後，トルコ
ギキョウなどの長日処理に効果的な波
長特性を有する LED 光源の開発が望
まれる。

ところで，短日植物の電照による花
芽形成抑制は暗期中断の方法が効果的
であることが一般的に知られており，
暗期の中程から後半にかけて花芽形成
促進遺伝子の感受性の高い時間帯があ
り，その時間帯であれば短時間の赤色
光の照射で非常に高い花芽形成抑制効
果をもたらすことができる。一方，ト
ルコギキョウの暗期中断による長日処
理の影響を調べてみたところ，短日植
物の花芽形成において見られるような

特別な効果はなく（佐藤ら 2001b；
鈴木ら 2007），遠赤色光を用いて明
期をより長く設定することで長日処理
効果を高めることができた。例えば，
明期延長によって 12 時間から 24 時
間までの日長を設定すると，24 時間
が最も効果的である（表 -3）とともに，
強い遠赤色光ほど花芽形成・開花促進
効果が高かった（佐藤・金山 2013；
佐藤ら 2009）。

図-10 㛗᪥ฎ⌮のග㉁ࡀトルコギキョウの㛤花࡟ཬࡍࡰᙳ㡪
5㸪)5ࢀࡒࢀࡑࡣ㉥Ⰽග㸪㐲㉥Ⰽගࡍ♧ࢆ㸬

図 -10　  長日処理の光質がトルコギキョウの開花に及ぼ
す影響

 R，FR はそれぞれ赤色光，遠赤色光を示す。
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図 -11　 遠赤色光 LED および電球形蛍光ランプによる秋冬出し栽培実験の状況
積雪地帯である山形県において，遠赤色を利用した電照栽培によって冬季に開花させ
ることができる。

表-2 開花と切り花品質に及ぼす㟁↷光質の影響

ｚ商品切り花として཰✭㐺ᮇと࡞る➨2花の開花日ࠋｙᐃ᳜日2➨ࡽ࠿花の開花日ま࡛の日数ࠋｘᇶ㒊ࡽ࠿長ࡉ
3b㎝⛬ᗘに⫧኱しࡓ商品花ⷣのඛ➃㒊ま࡛の長ࠋࡉｗ80b㎝௨ୖの切り花は商品花ⷣのඛ➃80ࡽ࠿b㎝࡛切り
ᡠし㸪80b㎝ᮍ‶の切り花はࡑのまま商品花ⷣのつ࠸て࠸࡞࠸ഃᯞとᑠ࡞ࡉ花ⷣྲྀࢆり㝖ࡁୗⴥ20b㎝ࢆ᦬ⴥし
➨ｖࠋᚋの切花重ࡓ 1花ࢆ㝖ࡓ࠸開花㍯数㸩商品花ⷣ数のྜィ್ࠋ

品種 処理区 開花日ｚ 到花日数ｙ 切花長ｘ 切花重 商　品ｗ 商　品ｖ

調整重ｗ 花　数ｗ

（月/日） （日） （㎝） （ｇ） （ｇ） （個）
雪てまり 自然日長 12/12 135  87.8 88.3 41.2 1.5

（中生品種） 遠赤色光⺯光ランプ 11/26 119  95.5 79.2 43.7 3.2
赤色光⺯光ランプ 12/17 140  76.0 63.6 36.5 1.2
ⓑ⇕㟁⌫ 11/21 114  95.1 84.1 51.6 4.8

つくしの雪 自然日長 12/19 142  89.3 80.7 47.5 2.7
（晩生品種） 遠赤色光⺯光ランプ 12/13 136  95.6 84.2 50.0 4.2

赤色光⺯光ランプ 12/23 146  86.5 69.5 45.6 2.9
ⓑ⇕㟁⌫ 12/4 127 103.6 81.7 50.9 5.6

表 -2　開花と切り花品質に及ぼす電照光質の影響

ｚ商品切り花として収穫適期となる第 2 花の開花日。 ｙ定植日から第 2 花の開花日までの日数。 ｘ基部
から長さ 3 ㎝程度に肥大した商品花蕾の先端部までの長さ。 ｗ 80 ㎝以上の切り花は商品花蕾の先端から
80 ㎝で切り戻し，80 ㎝未満の切り花はそのまま 商品花蕾のついていない側枝と小さな花蕾を取り除き下
葉 20 ㎝を摘葉した後の切花重。  ｖ 第 1 花を除いた開花輪数＋商品花蕾数の合計値。

調査項目は表‐２と同じ．

表-3 遠赤色光ランプによる長日処理における開花と切り花品質に及ぼす日長の影響

品種 処理区 開花日ｚ 到花日数ｙ 切花長ｘ 切花重 商　品ｗ 商　品ｖ

調整重ｗ 花　数ｗ

（月/日） （日） （㎝） （ｇ） （ｇ） （個）
雪てまり 自然日長 12/12 135 87.8 88.3 41.2 1.5

（中生品種） １２時間 12/9 132 87.5 82.5 45.0 2.9
１６時間 12/4 127 92.9 83.0 44.9 3.3
２４時間 11/24 117 95.0 81.6 48.1 4.5

つくしの雪 自然日長 12/19 142 89.3 80.7 47.5 2.7
（晩生品種） １２時間 12/15 138 88.0 80.4 52.1 4.0

１６時間 12/13 136 94.6 76.7 48.8 4.4
２４時間 12/11 134 97.8 70.1 45.6 5.1

表 -3　遠赤色光ランプによる長日処理における開花と切り花品質に及ぼす日長の影響

Wy xZ v

W

Wy xZ v
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（4）光合成特性

トルコギキョウの秋冬季出し栽培
では，夏秋季出し栽培に比較して生
育後半に日照不足や低温となり，切
り花品質の低下をまねきやすい。そ
こで，品質低下の軽減対策の参考と
するために，生育後半の 10 月中下旬
における光合成特性を調べた（佐藤
ら 2001a）。その結果，光飽和点に達
する光強度は 1,600μmol・ｍ -2・s-1

と高かった（図 -12）。また，光合成
有効放射を 200 ～ 400μmol・ｍ -2・
s-1 として光強度別の光合成速度の日
変化を調べてみたところ，各光強度と
も午前中から 13 時まで高くなり，13
時以降は低くなった（図 -13）。さら
に，時刻別の温度が光合成速度に及ぼ
す影響を調べたところ，光合成速度は
15 ～ 30℃で高く，7 時では 30℃以
上でも低くならず，11 時，13 時では
25℃で最も高くなった（図 -14）。従っ

て，秋冬季出し栽培の生育後半におい
ては，栽培ハウスの採光条件を良好に
し，換気温度を午前中は 25 ～ 30℃
程度に設定することが生育を進めるた
めに効率的であると考えられた。ま
た，二酸化炭素の濃度の影響を調べた
ところ，光強度が大きいほど光合成速
度は高く（図−15），二酸化炭素施用
の効果を高めるためには，光環境の良
好な初秋換気を開始する時期から開始
し，遠赤色光を用いて明期をより長く
設定する長日処理と併せて行うなどの

工夫が必要であると考えられた（佐藤
ら 2005）。

おわりに

『 植 物 検 疫 統 計 』（ 農 林 水 産 省 
2017) によると，農産物の流通のグ
ローバル化や品質保持技術が進展して
いる中で，現在，トルコギキョウは冬
春季に主に台湾などから，為替レート
などの影響による年次変動はあるもの
の，卸売数量の 20 ～ 30％程度が輸

᫬้

図-�3 秋季におࡅるࡢ࢘ࣙ࢟ࢠࢥࣝࢺගྜᡂ㏿ᗘにཬࡰすගᙉᗘࡢᕪと 
ᐃ᫬้ࡢᙳ㡪

 ᗘ（䉝）

図-�4 秋季におࡅるࡢ࢘ࣙ࢟ࢠࢥࣝࢺගྜᡂ㏿ᗘにཬࡰす温ᗘと ᐃ᫬้ࡢᙳ㡪図 -13　  秋季におけるトルコギキョウの光合成速度
に及ぼす光強度の差と測定時刻の影響

図 -14　  秋季におけるトルコギキョウの光合成
速度に及ぼす温度と測定時刻の影響

図 -15　  秋季におけるトルコギキョウの光合
成速度に及ぼす二酸化炭素濃度と光
強度の影響

図 -12　  秋季におけるトルコギキョウの光合
成速度に及ぼす光量子密度の影響

ගᙉᗘ（㽢䠍䠌䠎㼙㼛㼘・䡉䠎・䡏䠉䠍）

図-12 ⛅Ꮨࡿࡅ࠾࡟トルコギキョウのගྜᡂ㏿ᗘ࡟ཬࡍࡰ
ග量Ꮚᐦᗘのᙳ㡪

ගᙉᗘ（㽢䠍䠌䠎㼙㼛㼘・䡉䠎・䡏䠉䠍）

図-12 ⛅Ꮨࡿࡅ࠾࡟トルコギキョウのගྜᡂ㏿ᗘ࡟ཬࡍࡰ
ග量Ꮚᐦᗘのᙳ㡪

ගᙉᗘ（㽢䠍䠌䠎㼙㼛㼘・䡉䠎・䡏䠉䠍）

図-12 ⛅Ꮨࡿࡅ࠾࡟トルコギキョウのගྜᡂ㏿ᗘ࡟ཬࡍࡰ
ග量Ꮚᐦᗘのᙳ㡪

ගᙉᗘ（㽢䠍䠌䠎㼙㼛㼘・䡉䠎・䡏䠉䠍）

図-12 ⛅Ꮨࡿࡅ࠾࡟トルコギキョウのගྜᡂ㏿ᗘ࡟ཬࡍࡰ
ග量Ꮚᐦᗘのᙳ㡪

図-1� ▷᪥ฎ⌮⮬ື࣮࢝ࣥࢸ（ᕥ
ୖ）㸪)5-ULFKの㎰ᴗ⏝ⓑ⇕㟁⌫࡟
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図 -16　  短日処理自動カーテン（左
上），FR-rich の農業用白熱
電球による長日処理（右下）
および高温期となる短日処
理期間中の夜間冷房と低温
期の暖房用に用いるヒート
ポンプ（上）などの装備が
整備された秋冬季出し栽培
の生産の安定化を目指す山
形県内のハウスの状況
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入さている。今後，冬春季だけでなく，
秋冬季においても国際競争に晒される
可能性があることや，近年，夏秋季の
気象の年次変動が大きく秋冬季の作柄
に影響を及ぼす場合が見られることな
どから，需要動向に応じて安定的に質
感の高い商品の生産・供給を目指した
技術の開発と生産現場への普及（図
-16）をさらに推進することがトルコ
ギキョウに関わる産業の持続的な発展
を図るうえで重要となっている。
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本データは，災害応急対策の基礎資料の被害応急調査結果で，
気象災害の種類別に主な農作物被害概況（平成 10 ～ 28 年の
被害見込み金額）から引用した。

災害の種類別にみると，ほぼ毎年被害があるのは「大雨・台
風」である。特に，平成 16 年は，観測史上最多の 10 個の台
風が日本列島に上陸するなど多くの台風が上陸，接近し農作物
に甚大な被害をもたらした。その被害は農作物に止まらず，農
地や農業施設に及び，それらの被害額は 2,600 億円とさらに
甚大となる。

「低温・日照不足」も発生頻度は多くないが，被害額は大雨・
台風に劣らない。平成15年は平成5年以来10年ぶりの冷夏で，
東日本での日照時間は平年の 7 割以下で，被害額は 4,175 億
円に上った。「降雪」被害の頻度は高く，平成 26 年には 2 月
上～中旬に太平洋側での広い範囲の大雪があり，ビニールハウ
スの倒壊に伴う農作物の損傷等で被害を大きくした。「干ばつ
被害」は平成 13 年以来発生していない。　　　　　　（K.O）

気象災害による農作物被害　統計データから
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෱Ԭ県農ྛ業総合ݧࢼ৔
ηϯλʔʢాओؙʣڀݚ༺׆ݯࢿ
බ໦ɾՖ͖෦

ۙ藤　࣏޹

はじめにɹ

福岡県におけるトルコギキョウ生産
は，年間の生産本数が約 950 ສ本（平
成 28 年花き生産出荷統計，表 -1）で
あり，熊本県，長野県に次͙産地であ
る。トルコギキョウ生産はত和 40 年
୅より福岡市੢۠の北࡚地۠で始ま
り，౰時は 6 ～ 7 月出荷作型が主で
あった。平成ݩ年よりफ૾地۠，つい
で北࡚地۠で冷房ハウスを用いた夏
期の冷房育苗が行われるようになり，
10 ～ 12 月出荷作型の生産が増加し
始めたが，作付けされた品種の中には，
ॱ調に抽たいや発蕾が行われず，切り
花品質が劣る，開花期が安定しないな
ど安定生産がࠔ೉な品種も含まれてい
た。その後，平成 12 年に吸水種子の
低温処理（谷川ら 2002）による発芽，
抽たいの促進効果が報告され，生産現

場では吸水種子の低温処理と冷房育苗
を組み合わせた秋期出荷作型における
安定生産技術が確ཱし，温暖地におけ
る 10 ～ 11 月出荷産地としての地位
を確ཱした。県内の主要な産地として
は，福岡地域の「ࢳ島・北࡚」，北ஜ
前地域の「फ૾」，ஜ๛地域の「एٶ」，

「ా川」，ཹٱถ地域の「ࡾҪ」があ
り，10 ～ 11 月の秋期出荷作型，3 ～

5 月の春期出荷作型が主要な作型であ
る（図 -1）。本県は冬期の日照量が少
なく，冬期出荷作型は栽培が೉しいこ
と，暖房経අのෛ୲が大きくなること
などから生産は少ないが，ஜ๛地域の
एٶ地۠では積極的に周年生産を行い
産地のブランド化に౒めている。
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　 　平成28年産トルコギキョウの都道府県別作付面積および出荷  

山 形

長 野

出 荷 量

　表 -1　平成 28 年産トルコギキョウの都道府県別作付面積および出荷量 	 ൈਮ 


　図 -1　෱Ԭ県におけるトルコギキョウの主ཁ作型
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1��෱Ԭݝにお͚Δ栽培体系ɹ

（1）ळظग़ՙ作型の֓ཁ

10 ～ 11 月の秋期出荷作型（図 -1）
は，生育期間が高温期を経過する作型
であり，草ৎ，側枝数の確保など，切
り花品質の向上が重要な՝題となる。
出荷時期は高冷地で生産されるトルコ
ギキョウと切り替わる形が理૝的であ
るが，気象条件にもࠨӈされるため，
開花期が早まり 9 月下旬頃から始まる
場合が多い。そのため，出荷期が重なっ
た場合，高冷地産と品質が比較される
ことや，出荷始めの単価がその後の単
価に影響を与えやすいことなどから，
出荷始めの切り花品質向上についても
՝題となっている。

ࣗՈ育苗の場合は，定植の 3 ϲ月
以上前から作業が始まる。セルトレー
に播種後，水Ҵ育苗ശなどにࡌせ，低
温処理期間中に育苗用౔がס૩しない
ようビニルやϙリϚルチなどで被෴
し冷蔵ݿに入ݿする。10℃・5 週間
の種子低温処理を行った後（谷川ら 
2002），昼間 25℃／夜間 15℃目安に
管理した冷房ハウス内で約 2 ϲ月間
育苗を行う（図 -2）。冷房ハウスは高
温期の冷房ෛ荷を軽減する目的で，寒
冷しΌなどのः光資ࡐを 2 ຕ程度展
ுする生産ऀが多く，ఱީに応じて 2
૚目を開ดするなど，ハウス内の光量
を調節できるよう工夫がなされてい

る。ࣗՈ育苗は，冷蔵ݿや冷房育苗ハ
ウスの設උ౤資や育苗のख間はかかる
ものの，種苗අの࡟減や品種に応じた
肥培管理，スέδュール管理ができる
ことなどから導入する生産ऀも少なく
ない。また，本県では JA ా川がӡӦ
する育苗センターで種子低温処理，冷
房育苗を行った定植苗をߪ入すること
ができ，多くの生産ऀが活用している。

定植は 7 月中旬～ 8 月中旬の高温
期となるため，栽培ハウスでは定植前
に寒冷しΌの被෴を行い，地温を下͛
る必要がある。トルコギキョウは光飽
和点が 1,600μmol/m2/s と高い植物

（佐藤ら　2001）であるため，苗の活
ண後は光量を確保することが重要であ
り，生産現場では初期生育を促す目的
で定植 2 ～ 3 日程度を目安に被෴の
除ڈを行うように推঑している。栽植
ີ度は 110 本／ 3.3ᶷが推঑されてお
り，10cm ֯ 6 Ϛスϑラϫーネットに
中 2 条ۭきの 4 条植えが基本となるが

（図 -3），ハウスの形状，資ࡐの状況に
応じ，生産現場では様ʑな栽植様ࣜが
とられている。しかしながら，過度な
ີ植はג౰たりの採光性が低下するこ
とや，整枝・摘蕾などの作業性が低下
することなどから望ましくない。ᕲ水
設උは各ะ場の設උ状況にもよるが 2
ύターン設置している場合が多く，生
育前半は಄上ᕲ水やエバーϑローなど
を用いて多量にᕲ水できるようにし，
生育後半は಄上ᕲ水では側枝がંれる
場合があることや，ᕲ水量を߇えるた

めに点ణチューブなどが用いられてい
る。初期の肥培管理は生産ะ場の౔৕
条件，ᕲ水条件により異なるため一概
に述べることはできないが，側枝数を
確保するために，定植から 1 週間以内
にӷ肥などで௥肥が行われることが多
く，その後も生育を見ながら適ٓ施用
されている。また，生育期に問題とな
ることがある葉先ރれ（チップバーン）
対策については，॥環ઔによるૹ風，
ఱީ不ॱ前後はᕲ水を߇える，施肥を
制ݶすることなどにより対応されてい
るが，品種によって発生に多少がある
ため，品種特性を೺Ѳし品種に応じた
管理がٻめられる。また，昼間の高湿
度条件が発生をॿ長することが明らか
にされており（ڇඌ・福ా 2015），栽
培，ハウス管理によって昼間の湿度を
下͛ることが重要である。

整枝作業は生育に応じて適ٓ行われ
るが，地際から発生する側枝は早期に
取り除いておき，௖花蕾が確ೝできる
頃から，県内のल規֨である「3 枝 3
輪 2 蕾」を目ඪに枝の整理，ཱ࢓て
が行われる。高温期であるため，主ܪ
から一次側枝を 3 本確保することは
೉しい場合があり，二次側枝を 3 本
以上を確保することが多い。また，ะ
場内での摘蕾作業（図 -4）が一般化
しており，௖花蕾や一次小花は草ৎ確
保や各側枝間の蕾の開花をଗえる目的
で，高次小花については，出荷に不要
な花蕾を早期に摘蕾することで，切り
花品質の向上，ブラスチング発生の軽

　図 -2　生産ݱ場の冷房育苗ハウス 　図 -3　定植 10 日後のトルコギキョウ 　図 -4　トルコギキョウのఠ蕾
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減を目的として行われている。ブラス
チングの発生などにより開花がଗわな
い場合や出荷期を遅らせる目的で花蕾
の摘み上͛（二次小花を開花させる༧
定であった切り花について，二次小花
を摘蕾し，ࡾ次小花を࡙かせる蕾とす
ること）を行う場合もあるが，過৒な
摘み上͛を行うと草姿がཚれるため，
必要以上に行うことは望ましくない。

出荷方法は各産地により異なるが，適
切な水༲͛を行った後，下葉を取り除き
10 本 1 ଋとし，等階ڃに応じて 30 ～
40 本を結ଋする。݀あきのセロϑΝン
などを用いて花の部෼をแみ，結ଋ部に
給水資ࡐをணけ，ガムςープなどを用い
て出荷ശにݻ定し，ॎശ湿ࣜの輸ૹ形ଶ
で出荷が行われている（図 -5）。

（2）य़ظग़ՙ作型の֓ཁ

3 ～ 5 月の春期出荷作型（図 -1）
では，本県は冬期の日照量が少ないこ
となどから，花蕾がࢮރするブラスチ
ングの発生による開花遅延が安定生産
上の՝題となることが多い。また，定
植以降低温期に向かう作型であるた
め，栽培管理により生育不良や花芽෼
化の遅延など問題が発生しやすい作型
である。播種や育苗，定植などは基本

的には秋期出荷作型と同様のखॱで行
われているが，近年は早期に定植を行
い，年内に生育を進め，冬期を低温管
理で経過する「低コスト春期出荷作型」
が普及しているため，その作型および
現地での普及֦大について紹介する。

「低コスト春期出荷作型」のݪ型は，
ஜ๛地域のಞ農Ոで行われていた栽
培方法であり，9 ～ 10 月に定植を行
い，年内に௖花蕾を発蕾させる。その
後，1 ～ 2 月のݫ寒期は 5℃もしくは
二重被෴による保温のみで生育を停଺
させ，目的とする出荷時期から逆ࢉし
て加温を開始し，4 ～ 5 月に出荷を行
うというものである。本県のトルコギ
キョウ生産においても࿑ྗ෼ࢄ，春期
の出荷量確保，市場の出荷要望なども
あり 3 ～ 5 月の生産量の増加がٻめ
られていた。そのため，本県のઐ໳技
術һを中৺として，普及指導センター，
農林業૯合ࢼ験場および JA શ農;く
れんをメンバーとするトルコギキョウ
プロδΣクトの活動の一環として，3
～ 5 月の春期出荷作型の安定生産を
目的とし，事例調査，栽培ϚニュΞル
の作成など，「低コスト春期出荷作型」
の技術確ཱおよび現地における技術の
普及֦大に向けて取り組んだ。

基本的な温度管理の考え方などϙイ
ントについて以下の通りである。第一
にॆ実した苗を日照量の確保しやすい
9 月下旬から 10 月上旬に定植し初期
生育を促す。また，定植௚後から夜明
け前や暗期中断などの電照を行うとと
もに，作付けする品種の特性，生育状
況に応じて加温し，円׈な௖花蕾の花
芽෼化，発蕾を促す。第二に，商品花
蕾（開花させる༧定の花蕾）の発蕾を
確ೝ後，夜間の管理温度を段階的に 5
～ 8℃程度まで下͛，生育を停଺させ
商品花蕾のブラスチングを๷止する。
第ࡾに，切り花として出荷する場合の
不要な枝，花蕾はะ場内で適ٓ整理を
行うことで，切り花品質の向上，花蕾
のブラスチング軽減を図る。最後に，
開花期は花หの発達，ண色，花シϛ༧
๷のために加温温度を 10 ～ 13℃に
上͛て開花，収穫を行う。

枝の整理や，温度管理の考え方や基
本的な作型などは，「春出しトルコギ
キョウ栽培ϚニュΞル」として取り
まとめており，県内で生産ৼڵを進
めた結果，1 ～ 5 月の生産面積は平成
22 年度の 4.9ha から平成 28 年には
7.5ha まで増加した（図 -6）。

　図 -5　出荷時のҰྫ
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　図 -6　トルコギキョウ（1 ～ 5 月出荷作型）作付面積の推移
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2ɽय़ظग़ՙ作型（3ʙ�݄）
にお͚Δ技術開発

前߲で述べたように本県の 3 ～ 4
月出荷におけるブラスチングの発生は
重要な՝題であるが，発生を׬શに抑
えることは非常にࠔ೉である。栽培管
理と花蕾のブラスチングとの関܎を調
査した事例としては，発蕾期前後の施
肥管理（ڇඌら　2010），電照管理（工
藤ら　2012），二酸化炭素の施用（福
島ら　2009�ඌら　2009）などのڇ 
報告があり，今回は本ࢼ験場で平成
24 ～ 25 年に行った，春期出荷作型
における電照管理と温度管理がブラス
チングの発生に及ぼす影響について調
査した事例を紹介する。

（1）ిরに用͍Δ光ݯとిরํ๏

௖花蕾の発蕾以降，日຅から日の出
まで電照を行うऴ夜照明の条件下にお
いて，光源として，赤色光 LED（ϐー
ク波長 630nm，以下 R ۠），遠赤色
LED（ϐーク波長 730nm，以下 FR
۠）および無電照の 3 つのࢼ験۠を
設定し，発蕾期以降の電照に用いる光
源がブラスチングの発生に及ぼす影響
を調査した（図 -7）。9 月 21 日に定
植し，௖花蕾の発蕾までは白熱灯によ
る暗期中断 5 時間処理を行い，ࢼ験
۠の 5 割以上のגで௖花蕾が確ೝさ
れた 12 月 25 日より電球を各 LED に

付け替え，発蕾時の主ܪ上部における
400 ～ 800nm の光強度（PFD）を 4.0
μmol/m2/s となるように電球の高さ
を調節し，ࢼ験を開始した。なお௖花
蕾，一次小花については発蕾を確ೝ後，
摘蕾した。「ϐッコローαスϊー」に
おける有効花蕾数は，FR ۠の 5.3 個
に比べ，R ۠は 3.6 個と有意に少なく
なった（図 -8）。また，3 輪開花で収
穫した場合の 4 月຤までの収穫ג率
は，FR ۠で 91％であったのに対し，
R ۠で 67％，無電照۠で 60％であっ
た（データུ）。これらのことから，
発蕾期以降の遠赤色光 LED によるऴ
夜照明は，ブラスチングの発生の軽減
にܨがる可能性が示ࠦされた。熊本
県では，発蕾以降白熱灯（R ／ FR 比
0.82）および蛍光灯（R ／ FR 比 9.25）
を用いて 20 時間の明期延長を行った
場合，有効花蕾数は，白熱灯で無電
照に比べ増加し，蛍光灯は無電照と同
等であったことを報告している（工藤
ら　2012）。本ࢼ験で用いた LED は
それͧれ，遠赤色光 LED の R ／ FR
比が 0.01，赤色光 LED の R ／ FR 比
が 245.72 であり，電照時間帯は異な
るものの R ／ FR 比の低い光源による
電照は，R ／ FR 比の高い光源による
電照に比べ，有効花蕾数が増加したと
いう結果は一கしている。

次に，R ／ FR 比が低く，比較的安
価に入ख可能な白熱灯を用いて，௖花

蕾の発蕾以降から，日຅後，暗期中断，
夜明け前および明期延長を各 5 時間
行う۠および無電照の 5 つのࢼ験۠
を設定し，発蕾期以降の白熱灯による
電照時間帯がブラスチングの発生に及
ぼす影響を調査した。9 月 12 日に定
植し，௖花蕾の発蕾までは白熱灯によ
る暗期中断 5 時間処理を行い，ࢼ験
۠の 5 割以上のגで௖花蕾が確ೝさ
れた 12 月 10 日よりࢼ験を開始した。
なお，௖花蕾，一次，二次小花につい
ては発蕾を確ೝ後，摘蕾した。「ボレ
ロホϫイト」における有効花蕾数は暗
期中断۠で 6.3 個，夜明け前۠で 5.9
個と無電照۠の 4.6 個に比べ有意に多
くなった。また，電照を行ったશての
験۠においてࢼ 3 月຤までの収穫ג
率は 100％であり，無電照۠の 67％
に比べ高い܏向であった（表 -2）。電
照を行う時間帯とブラスチングの発生
については，数件の報告があるが，ࢼ
験時期，光強度，温度管理などの条件
が異なるためか，最適な電照時間帯に
ついてはࢼ験事例によって一கした結
果となっていない。しかし，電照を行
うことによって無電照と比べ，有効花
蕾数の増加，切り花品質の向上という
結果は各事例で一கしており，長日植
物であるトルコギキョウでは電照に
よって長日条件とすることがブラスチ
ング発生の軽減にܨがるのではないか
と考えられる。

　図 -7　夜間における電照の༷子
左・赤色光 	R
LED，右：遠赤色光 	FR
LED
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　図 -8　 ピッコローαスϊー」の有ޮ花蕾数およびブラスチング花蕾数に及ぼす影響
　ಉ花蕾数におけるҟූ߸間は，5VLFZ の多ॏൺֱݕ定により 5� 水४で有ҙ差あり
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以上の結果から，発蕾期以降の電
照はブラスチングの発生に影響を与
え，用いる光源としては遠赤色光を多
く含む白熱灯等の光源を用いることが
望ましく，電照を行う時間帯は今回の
験では暗期中断，夜明け前の効果がࢼ
高かったものの，各生産現場の電気容
量，組合せ品目など栽培の実情に合わ
せて，対応することが重要である。

（2）໷ؒ؅ཧԹ౓とؾ׵Թ౓

௖花蕾の発蕾以降から，最低夜温

を 10℃および 5℃で管理する 2 つの
験۠を設定し，発蕾期以降の夜間管ࢼ
理温度がブラスチングの発生に及ぼす
影響を調査した。9 月 20 日に定植し，
௖花蕾の発蕾までは 12℃加温を行い，
験۠のࢼ 5 割以上のגで௖花蕾が確
ೝされた 12 月 25 日よりࢼ験を開始
した。なお，௖花蕾，一次小花につい
ては発蕾を確ೝ後，摘蕾した。「ϐッ
コローαスϊー」における有効花蕾数
は夜温 5℃۠の 8.7 個に比べ，10℃
۠は 4.8 個と少なくなり，ブラスチン

グ花蕾数は夜温5℃۠の1.9個に比べ，
10℃۠は 3.6 個と多くなった。また
平均収穫日は，5℃では 10℃に比べ 2
週間程度遅くなったが，4 月 30 日ま
での収穫ג率は夜温 5℃۠が 96.9�，
10℃۠が 84.4� であった（表 -3，図
-9）。二次小花の花芽形成期の栽培温
度とブラスチングの発生を調査した事
例では，昼間管理温度を 30，25℃，
夜間管理温度を 15，10℃として組合
せࢼ験を行った場合，ブラスチング花
蕾数は夜間 10℃で有意に減少したと
いう報告がある（工藤 2012）。夜間
管理温度の低下とブラスチング発生軽
減のৄࡉなメΧニズムについては明ら
かでないが，地温の低下による஠素吸

(月/日) ±SD

夜温10℃ 3月29日 ±14.9 72.0 72.2 1.6 4.8 3.6 84.4 394.3

夜温5℃ 4月13日 ±8.1 76.0 107.4 2.2 8.7 1.9 96.9 61.3

統計解析 **

t検定により，*は5%水準で，**は1%水準で有意差あり

** **

有効
側枝数

灯油
消費量
（Ｌ）

切花重
（ｇ）

切花長
（ｃｍ）

** ** **

有効
花蕾数

ブラスチング
花蕾数

平均収穫日

਀��　৅ṽਰఋのఽ৑ଵ৶ആ২ऋَআॵコটش१५ঀُشの৫୨およびજ୨ષସप఺ऻघ୶஭

処理区

切花形質
収穫
株率

（％）

　表 -3　発蕾以降の夜間؅理温度が「ピッコローαスϊー」の開花および切花品質に及ぼす影響

　図 -9　夜間؅理温度ࢼ験の開花状況（3 月 14 日ࡱ影）
左੊Ԟ・右੊खલ：ピッコローαスϊー，左੊खલ・右੊Ԟ：ボϨロϗϫΠト

節
有効二次
側枝数

（月/日）±SD (本)

3/12 ±6.8 90.2 a 2.5 6.3 a 6.6 b 100.0 a

3/18 ±7.4 86.7 b 2.5 5.3 bc 8.0 a 100.0 a

3/19 ±5.7 86.1 b 2.7 5.9 ab 7.0 ab 100.0 a

3/21 ±4.9 86.1 b 2.4 4.7 c 7.5 ab 100.0 a

3/19 ±5.8 86.5 b 2.4 4.6 c 7.1 ab 66.7 b

n.s.

Tukeyの多重比較検定により同列異文字間に5%水準の有意差あり

収穫株率については，逆正弦変換後のTukeyの多重比較検定結果を示す

* * *分散分析 *

(%)

暗期中断

明期延長

夜明前電照

日没後電照

無電照（対照）

ブラスチング
花蕾数

(cm) (個) (個)

平均収穫日

表-2 発蕾期以降の電照時間帯が「ボレロホワイト」の開花および切り花品質に及ぼす影響

処理区

切り花形質

収穫
株率切り花長

有効
花蕾数

　表 -2　発蕾期以降の電照時間帯が「ボϨロϗϫΠト」の開花および切り花品質に及ぼす影響
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収の抑制，夜間のݺ吸量の低下による
光合成同化産物のফඅ量の低下などが
関与している可能性が考えられる。

次に，௖花蕾の発蕾以降から，換気
温度を 35℃，30℃，25℃に設定した
3 つのࢼ験۠を設定し，発蕾期以降の
昼間換気温度がブラスチングの発生に
及ぼす影響を調査した。9 月 12 日に
定植し，௖花蕾の発蕾までは 12℃加温
を行い，ࢼ験۠の 5 割以上のגで௖花
蕾が確ೝされた 12 月 10 日よりࢼ験を
開始した。なお，௖花蕾，一次，二次
小花については発蕾を確ೝ後，摘蕾し
た。「ϐッコローαスϊー」では有効
花蕾数は，換気温度 25℃۠では 5.9 個
と 35℃۠の 3.5 個に比べ増加し，ブ
ラスチング花蕾数は 25℃۠で 3.8 個
と 35℃۠の 6.5 個に比べ減少した（図
-10，一部データུ）。本ࢼ験は，ハウ
ス内に作成した小型トンネルを用いて
験を行っており，35℃換気設定の小ࢼ
部԰では，ಶఱ日の日中はαイドが開
かずີด状ଶとなることが多く，小部
԰内の炭酸ガス濃度が低下し，ブラス
チングが多発した可能性が考えられる。

以上の結果から，夜間の管理温度は
ブラスチングの発生に影響を与え，夜

温 5℃では開花は遅れるものの，有効
花蕾数は増加しブラスチング花蕾は減
少する。また，換気温度については，
25℃設定とすることで，35℃換気と
比べ有効花蕾数は増加し，ブラスチン
グ花蕾数は減少することが明らかとな
り，日中の温度確保のための過度なৠ
し込みはブラスチングをॿ長する可能
性が示ࠦされた。

なお，24，25 年に行ったࢼ験は，
前߲で紹介した福岡県における「低コ
スト春期出荷作型」を೦಄に 9 月に
定植を行い，年内に௖花蕾を発蕾させ，
冬季を低温で管理する作型における技
術確ཱを目的にࢼ験を行った。

おわりに

トルコギキョウは多くの種苗メー
Χー，個ਓ育種Ոによって੝んに育種が
行われており，花色のバリエーション，
適応する作型，産地も多様化している。
しかしながら，ブラスチングやح形花の
発生，高温期の切り花品質の向上など解
決すべき生産上の՝題は多く࢒されてい
る。また，整枝，摘蕾作業などख間のか
かる品目であり，生産規模の֦大を行う

上では，より省ྗ的な生産方法，品種の
開発も望まれる。今後ߋなる技術開発が
進み，より多くの場面でফඅऀの目に৮
れるػձが増え，キク，バラ，Χーネー
ション，Ϣリとฒぶ切り花品目となるこ
とを期଴したい。
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　図 -10　  発蕾期以降のؾ׵温度がトルコギキョウ֤࣍খ花
のブラスチングに及ぼす影響
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トルコギキョウౙقੜ࢈における
ԽࢎனԹ؅ཧと૊Έ߹Θͤͨೋߴ
୸ૉࢪ༻の׆༻

։ൃ๏ਓڀݚཱࠃ
農業ɾ৯඼࢈業技術総合ߏػڀݚ
໺ࡊՖ͖ڀݚ෦໳

ඌ　ѥ༝子ڇ

ౙقੜ࢈にお͚Δ՝୊

トルコギキョウは，切り花の日持ち
の良さで周年需要のある主要な切り花
のͻとつとなっている。一重以֎にも
ീ重࡙き品種など花型のバリエーショ
ンが広がったことや，小輪から大輪系
までの花ܘの大小，多࠼な花色によっ
て，ブライダルから葬ّまでその用్
を広͛ている。しかし，周年需要があ
るにもかかわらず，トルコギキョウ切
り花の冬季生産量は夏季に比べて大幅
に低下する。トルコギキョウは本来，
夏開花の特性を持ち，長日，高温，高
日照によって開花が促進され，逆に短
日，低温，低日照では開花が抑制され
る（HaleWy・ Kofranek 1984� *slam et 

al. 2005� 工藤ら 2012；௩ాら 1982；
;accai・Edri 2002）。冬春季出荷作
型は花芽෼化発達時期が年間を通して
最も日照条件のѱい時期に重なるた
め，開花遅延による出荷期の遅れや花
芽෼化後に花蕾が生育్中で壊ࢮする
ブラスチングが発生しやすい（ڇඌ ŋ
福ా 2010a）。ブラスチングは商品と
なる有効花蕾数を減少させ，切り花品
質を低下させる。また，花芽෼化後に
連続してブラスチングが発生すること
は開花遅延の要Ҽともなる。開花遅延
によって目的とする出荷期に出荷でき
ない場合，計ը生産に支োがでるだけ
でなく，開花まで栽培をܧ続すると在
ะ期間が延長され，冬季の暖房コスト
が増加する。冬季生産では生育速度の
低下および開花遅延を回避し，切り花

品質に影響する草ৎや開花輪数を確保
することが՝題となっている。

னԹ؅ཧと૊Έ合わͤͨߴ
ೋࢎ化୸ૉࢪ用

二酸化炭素施用はハウス内で光合成
のࡐ料である二酸化炭素濃度を高める
ことによって光合成を促進する環境制
技術であり，多くの作物で生育促進ޚ
がೝめられることから（.ortensen 
1987），トルコギキョウにおいても同
様の効果があることが期଴される。

冬季には夏季に比べて日射や日照時
間の減少により，植物が 1 日に֫ಘ
できる光合成同化産物量が大幅に低下
する。トルコギキョウにおいて，光合
成同化産物は植物体のࡐ料としてܪ葉
の生育に利用されるだけでなく，花蕾
の発達と開花にも必要とされる（農研
花き研ߏػ 2012）。トルコギキョウ
では，ブラスチングを誘発する低照度
下であっても，1,000ppm の高二酸
化炭素濃度条件下で栽培した場合は大
気濃度レϕル約 400ppm の条件下で
栽培した場合と比較してブラスチン
グが抑制される（ڇඌ ŋ 福ా 2009）。
逆に通常ブラスチングの発生がほとん
どない高照度下であっても，二酸化炭
素濃度を 150ppm に低下させた条件
で栽培した場合，大気濃度レϕル条件
と比較してブラスチング発生がॿ長さ
れることが示されている（ڇඌ ŋ 福ా 
2010b）。これらのことから，二酸化
炭素濃度を介した光合成量の増減は花
蕾の発達に影響し，光合成同化産物の

不足がブラスチング発生に大きく関わ
ると考えられる。冬季生産においても
二酸化炭素施用によって光合成を増加
させることで，ਖ਼常な花蕾発達を促進
し，より高品質な切り花を計ը的に生
産ができる可能性がある。

近年，トルコギキョウ冬季生産にお
いて，高温で生育 ŋ 開花が促進される
トルコギキョウの生理特性に基ͮき，
開花促進のために昼温を׳行の 25℃
よりも高い 30℃とする高昼温管理が
用いられるようになってきた（農研ػ
花き研ߏ 2012）。高昼温管理では保
温を目的として換気温度設定を上͛る
ため，֎気温の低い冬季には，比較的
光の強い時間帯であっても換気૭がด
された状ଶとなる。二酸化炭素濃度࠯
を 400ppm から 1,000ppm にした場
合の光合成速度増加のઈ対量は弱光下
に比べて強光下でより大きい（$ure 
1986� Kamp・Timmerman 2004）。
高昼温管理と組み合わせて光の強い時
間帯に二酸化炭素施用を行うことによ
り，高い光合成促進効果が期଴できる。

一般的に $3 植物では，大気二酸化
炭素濃度下と比較して高二酸化炭素
濃度条件下では光合成適温が上ঢす
る（.ortensen 1987）。トルコギキョ
ウの光飽和条件下における光合成適温
は，大気二酸化炭素濃度下では 25 ～
30℃であるが，高二酸化炭素濃度下
(1,000ppm) では 30 ～ 35℃の高温域
に移動する（ڇඌら 2007）。二酸化
炭素施用と併用して高昼温管理とする
ことは，強光下でより光合成好適温度
に近ͮくことになり，合理的であると

特集・トルコギキョウの栽培体系と技術開発の動向
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考えられる。
高昼温管理を行うと換気૭ด࠯時間

が૬対的に増加するため，二酸化炭素
施用を行わない場合にはハウス内の二
酸化炭素濃度は低下しやすい。トルコ
ギキョウ生産農Ոのハウス内における
二酸化炭素濃度の計測では日中に大気
濃度レϕルである約 400ppm を大幅
に下回る 200ppm まで低下した事例
もある。大気濃度を下回るレϕルに
二酸化炭素濃度が低下すると光合成速
度が低下するため，二酸化炭素施用に
よってハウス内の二酸化炭素濃度を上
ঢさせることによって光合成の促進が
期଴できる。

そこで，චऀらは高昼温管理と組み
合わせて，日中の時間帯においてハウ
ス換気૭ด࠯時に二酸化炭素施用をࢼ
みた。

ౙق௿日র஍ҬͰのೋࢎ化
୸ૉࢪ用

現在，トルコギキョウの冬季出荷作
型では，太平洋側の高日照地域が主要
産地となっていて，日本海側の低日照
地域における生産量は少ない。これは
低日照地域の冬季開花の作型では，े
෼な光合成量が確保しにくいためと考
えられる。しかし，花蕾発達期の日照
量が極端に少ない冬季低日照地域で

あっても，二酸化炭素施用によって光
合成を増加させることで，より高品質
な切り花生産ができる可能性がある。
1 月の日照時間が 100 時間以下の低
日照地域である福岡県内のトルコギ
キョウ生産ハウスで，福岡県花ი農ڠ
との連ܞおよび JA ௚Ҍのྗڠによっ
て，二酸化炭素施用の実ূࢼ験を行い，
明らかになった効果を紹介する。

実ূࢼ験ではఱ૭換気温度設定を
30℃とする高昼温管理を行い，午前
8 時から午後 1 時を二酸化炭素施用時
間帯とした。二酸化炭素施用開始は気
温が低下し，側૭が常時ด࠯される時
期以降とした。ఱ૭開ดと二酸化炭
素施用૷置を連動させ，ఱ૭ด࠯時に
1,000ppm で施用を行い，開放時に
は施用を停止した。また，本地域では
冬季ಶఱに無加温の場合，日中のハウ
ス内気温が 20℃に達しないこともあ
りಘるため，施用時間帯は暖房 20℃
設定で日中加温を行い，温度を確保す
ることとした。二酸化炭素施用۠と二

酸化炭素施用なしの対照۠とを設け，
二酸化炭素施用の有無以֎の栽培条件
は両۠で同一管理とした。

白ീ重中輪品種「ボレロホϫイト」
1 月出荷作型において対照۠と二酸化
炭素施用۠の個体ס物重量の推移を比
較すると，施用開始以降に両۠で差が
みられ，対照۠に対して施用۠では
個体ס物重が大幅に増加した（図 -1）

（6shio et al. 2014）。二酸化炭素施用
によって葉面積౰たりの光合成速度を
表す指ඪである७同化率（NAR）が
増加し，植物の૬対成長速度（R(R）
は対照۠に比べ 32％増加した。光合
成が促進された結果，二酸化炭素施用
۠では葉，ܪ，花蕾，ࠜのすべてのث
物סにおいて対照۠に比べて有意な׭
重増加がೝめられた（表 -1）。

1 月出荷作型と 3 月出荷作型それͧ
れについて，白ീ重中輪品種「ボレロ
ホϫイト」の二酸化炭素施用۠と対照
۠の生育を比較した（表 -2）。二酸化
炭素施用۠と対照۠の生育を比較する

　図 -1　  二酸化炭素施用がトルコギキョウ「ボϨロ
ϗϫΠト」の個ମס෺ॏ推移に༩͑る影響

（6ThiP FU BM � 2014）
U-UFTU（O�9）により，��：1ˋ水४で有ҙ差あり
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　表 -1　二酸化炭素施用がトルコギキョウ「ボϨロϗϫΠト」の׭ث別ס෺ॏに
　　　　　　　 ༩͑る影響

ᅄ य 花蕾 ਡ

(g/ plant) (g/ plant) (g/ plant) (g/ plant)

വவ区 3.1 5.8 2.0 0.71

યᅀ区 4.1 7.8 3.1 0.98

有意ౖ!z ** ** ** **

1月ୟݞ੣च̢定௭日2010໪9月10日，෕ਯ日2011໪1月22日̠

z!!!t.tftt（o>9）により，**̢1％水準で有意差あり̠

　　　定植日 2010 年 9 月 10 日，調査日 2011 年 1 月 22 日
　　　[  t-test（n�9）により，��ɿ1％水४で有意差あり

　表 -2　トルコギキョウ「ボϨロϗϫΠト」の生育における二酸化炭素施用ޮՌ
೷௓ ඒ௒࿫ంಶ重 花数ގ ೴花蕾数
(cm) (g/plant) (/plant) (/plant)

വவ区 89.4 67.7 1.0 7.6

યᅀ区 92.7 89.0 2.9 8.8

有意ౖ!z NS ** ** *

വவ区 108.8 80.9 1.0 7.0

યᅀ区 118.6 138.2 3.1 8.0

有意ౖ!z ** ** ** NS

{!!t.tftt（o>9）により，**̢1％水準で有意差あり，*̢5％水準で有意
差あり，OT̢5％水準で有意差џь̠

⾲㻙2䚷䝖䝹䝁䜼䜻䝵䜴䛂䝪䝺䝻䝩䝽䜲䝖䛃䛾⏕⫱䛻䛚䛡䜛஧㓟໬Ⅳ⣲᪋⏝ຠᯝ

1月ୟݞ੣च

3月ୟݞ੣च

1月ୟݞ੣च̢定௭日2010໪9月10日，෕ਯ日2011໪1月22日̠

3月ୟݞ੣च̢定௭日2011໪9月26日，෕ਯ日2012໪3月21日̠

યᅀގઢは2010໪11月18日（1月ୟݞ੣च），2011໪10月24日（3月ୟݞ
੣च）でୟݞହᆈѳでયᅀ̠

　　　　　1 月出荷作型ɿ定植日 2010 年 9 月 10 日，調査日 2011 年 1 月 22 日。
　　　　　3 月出荷作型ɿ定植日 2011 年 9 月 26 日，調査日 2012 年 3 月 21 日
　　　　　施用開始は 2010 年 11 月 18 日（1 月出荷作型），2011 年 10 月 24 日（3 月出荷作型）で出荷
　　　　　ऴྃまで施用。
　　　　　　　　[  t-test（n�9）により，��ɿ1％水४で有意差あり，�ɿ5％水४で有意差あり，NSɿ5％水४
　　　　　で有意差なし。
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と，二酸化炭素施用によって草ৎ，地
上部新઱重，開花数，および૯花蕾数
の増加がೝめられた（表 -2，図 -2）。
図 -3 は実ূะ場の 3 月出荷作型で同
日にࡱ影された白ീ重中輪品種「ϐッ
コローαスϊー」の生育状況である。

「ϐッコローαスϊー」は，通常，冬
季生産においてブラスチング多発によ
り開花がࠔ೉とされる品種であるが

（福ా ŋ ඌ 2008），対照۠ではブラڇ
スチングにより開花がほとんど見られ
ないのに対し（図 -3 二酸化炭素，（ࠨ
施用۠ではॱ調な開花が見られた（図
-3 ӈ）。3 月出荷作型において白ീ重
大輪品種「ボϠーδュホϫイト」の
出荷規֨を調査したところ，対照۠
では෼枝数 3，開花輪数 3，蕾数 1 以
上の 3F ल品率が 0％であったのに対
し，二酸化炭素施用۠では 31％となっ
た（図 -4）。このように，二酸化炭素
施用によって品質が向上し，上位等ڃ
品の割合が増加する。3 月出荷作型に
おいて，白ീ重大輪品種「ボϠーδュ
ホϫイト」の平均出荷日は，対照۠の
4 月 3 日に対して二酸化炭素施用۠で
は 3 月 27 日と 1 週間程度早く，開花
の促進がೝめられた。実ূะ場での実

੷を基に，10a ౰たりの収ӹ性につい
て 3 月出荷作型「ボϠーδュホϫイト」
を例にࢉࢼした（表 -3）。施用۠では
品質向上によってൢ売金額が増加し，
二酸化炭素施用૷置の減価ঈ٫අ，二
酸化炭素ガス発生のための灯༉୅金を
差し引いても，े෼な収ӹ性がಘられ
ることがࢉࢼされた。

冬季出荷作型の定植時期は 9 月の
高温期となるが，実用的な面から二酸
化炭素施用開始時期は֎気温が低下

し，ハウス側૭をด࠯する時期以降で
よいと考えられる。また，低日照地域
の促成栽培で二酸化炭素施用を行うに
あたっては，品種બ定や二酸化炭素以
֎の環境要素も重要と考えられる。早
生から中早生品種をબ定し，発蕾後に
஠素多肥条件とならないような肥培管
理，白熱電球による長日処理，大苗定
植など開花を促進する栽培技術（農研
花き研ߏػ 2012）を併用したうえで
二酸化炭素施用を行う必要がある。肥

図 -2　  トルコギキョウ「ボϨロϗϫΠト」3 月
出荷開花期の植෺の状ଶ

　　　 左：ର照۠，右：施用۠

図 -3　 実ূะ場でのトルコギキョウ「ピッコローαスϊー」の 3 月開花状況　
 左：ର照۠，右：施用۠
 3 月出荷作型で定植日 2011 年 9 月 26 日，ࡱ影日 2012 年 3 月 17 日。

ᅗ-㻠 ト䝹䝁䜼䜻䝵䜴䛂ボ䝲ー䝆ュ䝩䝽䜲ト䛃ฟⲴ➼⣭䛻஧㓟໬Ⅳ⣲᪋⏝䛜୚䛘䜛ᙳ㡪

➼⣭は2012ᖺ3᭶出Ⲵసᆺに࠾いて出Ⲵ᫬にㄪᰝ㸬3F⚽は1ᯞ1㍯㛤ⰼで分ᯞ数3，ⷣ数
1，2F⚽は1ᯞ1㍯㛤ⰼで分ᯞ数2，ⷣ数1またはⷣなしで分ᯞ数3，ඃはࡑれ௨ୗのつ᱁を
♧す㸬

図 -4　 トルコギキョウ「ボϠーδュϗϫΠト」出荷౳ڃに二酸化炭素施用が༩͑る影響
౳ڃは 2012 年 3 月出荷作型において出荷時にௐࠪɽ3F लは 1 ࢬ 1 ྠ開花で෼ࢬ数 3，蕾数 1，2F ल
は 1 ࢬ 1 ྠ開花で෼ࢬ数 2，蕾数 1 ·たは蕾なしで෼ࢬ数 3，༏はそれ以下の規֨を示す。

યᅀによҀཧ༟ࣟ޾ѣഄ݈ခz(A) 570(ಒ10/܆b)

યᅀҦスһ(C)!!(຿ᄆ）

!໐ઓ݂ൽ೎યᅀ೼඙ॳ݆஍ࡰ費y 80(ಒ10/܆b)

!໐ઓ݂ൽ೎཈ౡ໮ᆎ費(灯油)x 89(ಒ10/܆b)

差ьۃтഄ݈̜޾(B).(C) 401（ಒ10/܆b）

࿶ܱॢ຿૳ேဵ௙ѣ2012໪3月ୟݞ੣चでѣ૳౼҇࠱に઎ୟ̠

z!஍ࡰ໪数5໪
y!灯油൴݆は89.6܆/M

⾲㻙㻟䚷ᐇドᅡሙ䛻䛚䛡䜛஧㓟໬Ⅳ⣲᪋⏝䛾཰┈ᛶ䛻ᑐ䛩䜛ຠ
ᯝ䛾ヨ⟬

z!10bに͑ӏӗ̷ҫӘӎӢҗһ͒33000ႏ定௭，ୟݞ率90%ѝೢ定ь，૳ே
ဵ௙よりୟݞъҁєຎ࿁ଠѣ๸࢈အ平均ཧ༟൴݆(܆/ႏ)，3Gଷ194܆，
2Gଷ163܆，ᄔ73҇܆ѷѝに఩.4に૙ьє๸৾߇࢈よりુ઎̠

表 -3　 実ূะ場における二酸化炭素施用の収ӹੑにରするޮՌのࢉࢼ

福岡県内実ূะ場の 2012 年 3 月出荷作型での実੷を基にࢉ出。
[ 10a あたり「ボϠーδュホϫイト」を 33000 本定植，出荷率 90� と૝定し，実ূะ場より出荷された
同品種の等ڃ別平均ൢ売単価 ( 円 / 本 )，3F ल 194 円，2F ल 163 円，優 73 円をもとに図 -4 に示した等
。ࢉࢼ割合よりڃ
y ঈ٫年数 5 年
x 灯༉単価は 89.6 円 /L

Z

y

x

Z

y
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培管理や長日処理の有無，品種બ定な
どによって上述したような二酸化炭素
施用の効果がे෼にಘられない可能性
も考えられる。

また，低日照地域で高昼温管理と組
み合わせて二酸化炭素施用を行った場
合，֎気温が低く，日射の少ないಶり
の日には換気設定温度に達しないた
め，一日中換気૭が開かない場合もあ
りうる。このため，二酸化炭素施用ऴ
ྃ後にఱ૭のख動換気を行うなどして
湿度を下͛，温ࣨ内が過৒な高湿度環
境とならないようཹ意する必要があ
る。温ࣨの換気૭が一日中ด࠯したま
まであると，気温の低下する夜間に結
࿐するݥةがあり，փ色かびපによる
花シϛの好発条件となって切り花品質
が低下する。今後，このような点にཹ
意しながら，二酸化炭素施用技術の活
用を図っていくことが望ましい。

ೋࢎ化୸ૉࢪ用にお͚Δޙࠓ
のల๬

トルコギキョウの冬季出荷作型で
は，太平洋側の高日照地域が主要産地
となっている。太平洋側の温暖な高日
照地域では，たとえ冬季であっても気
温調節のために昼間は換気૭が開くこ
とが多いため，これまでトルコギキョ
ウ生産では二酸化炭素施用を行ってい
なかったが，このような地域において

も高昼温管理と組み合わせて二酸化炭
素施用を活用するࢼみがなされている
( ඌらڇ 2014)。冬季生産において，
低日照地域だけでなく，高日照地域で
も適用可能な施用技術の開発がٻめら
れている。また，冬季促成栽培だけで
なく，秋冬出荷の抑制栽培においても
切り花長や切り花新઱重の増加などの
二酸化炭素施用効果が報告されている

（佐藤ら 2005）。作型や地域の気象条
件によって二酸化炭素施用の適用時期
の֦大も進む可能性がある。
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連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

（公財）日本植物調節剤研究協会
技術顧問

ΧϠπリグαՊ植物はイネՊ植物とともに単子葉類を୅表
する܈で，๷除のࠔ೉な特性を持つ水ా雑草の種を多く含む
一方，ݹくから知られた有用植物もいくつか有している。

ΧンエンガϠπリ C .  ex altatus  Ret[. War. iw as ak ii  (.akino) 
T. Koyama は，高さ 120cm ほどの᜖を伸ばすスϚートな
一年生のΧϠπリグαଐ植物である（図 -1）。日本において
は，本草学や園芸に通じたށߐ時୅後期の武࡚࢜ؠᕲ園（常
ਖ਼ɿ1786 ～ 1842）が，その大著「本草図ේ」の「๕草部」
に初めて図示し，「一種　水ᣞ草　（中ུ）水生のかやつりく
さなり　苗葉ྏࡾにࣅて陸生より長大なり　高さ࢛ࡾई　武
州不೜஑に多し」とه述した（図 時୅がऴわってށߐ。（2-
1892 年に຀野෋太࿠先生がこの植物を新種として発表し，
した（植物学໊ݙの੏を学໊の種小໊に，໊を和໊にࢯ࡚ؠ
雑1903　ࢽ）。この植物はその後小山᭿夫先生によって，東
ೆΞδΞなどに広く෼෍する多年生の C .  ex altatus  の変種に
位置付けられた。

東京都台東۠上野ެ園の不೜஑はΧンエンガϠπリの発生
地として知られてきたが，今では下ொ風ଏ資料ؗのԣのۭき
地にわずかに見られるに過͗ず（図 -1），これはどなたかが
栽植されたものかもしれない。一方で，不೜஑のԑなどに
は最近，ؼ化種とされるホιϛキンガϠπリ C .  eng elmannii 
Steud. が目ཱつが（図 -3），こちらはҵ৓県，ઍ葉県を含む
関東地方から੢の水ాܣ൞などで増加܏向にある。Χンエン
ガϠπリの日本国内での෼෍はݶられていて，2017 年の環
境省レッドリストではΧϠπリグαଐ植物として།一のઈ໓

。に含まれた（が増大している種ݥة76ɿઈ໓の）ዧᶘ類ة
関東地方のՏ川・஑পや湿地に時ં発生し，ҵ৓県ೆ部にあ
る植調研究ॴのཾέ࡚水ాะ場のܣに出たこともある。

຀野先生のΧンエンガϠπリのࡌه文の຤ඌには，ே઱半
島ではෑ物に編むための᜖を目的にこの植物を栽培すること
が，小ੴ川植物園の内山ࢯからの࿩としてه࿥された（植物
学雑1903　ࢽ）。
  　*t is abundantly cultiWated in boggy peld as a useful plant in 

$orea, where a sort of qoor mat is made of its culms,・・・ （以下ུ）

その後，ே઱半島での栽培や利用の様子も伝えられた（ଜ

《第10回》

―積雪地帯で栽培されたカンエンガヤツリ―
ヒトとつながるカヤツリグサ科植物

A䠖花期の᳜≀య

B䠖花ᗎの୍㒊

C䠖ᑠ✑

�䠖䛭䛖ᯝ

ᅗ‐䠍 ኱ᆺの䜹䝲䝒リグ䝃ᒓ᳜≀䠈
䜹ン䜶ン䜺䝲䝒リ（201ϲᖺ9᭶䠈上㔝
不ᚸụ䛻䛶䠈ス䜿ー䝹䠖�・1ϴŵŵ䠈�・
ϱŵŵ䠈�・0.7ŵŵ）

図 -1　大型のカϠπリグα
ଐ植෺，カンΤンΨϠπリ

（2016 年 9 月，上໺不೜஑
にて，スέール：B・18mm，C・
5mm，D・0�7mm）

ᅗ‐2 䛂ᮏⲡᅗ㆕（ᒾᓮ℺ᅬ）䛃ᡤ཰䛷䛂䜹ン䜶ン䜺䝲䝒リ䛃䛸࿨ྡ䛥䜜䛯䛂Ỉⳃⲡ䛃のᶍ෗ᅗ

ᕥ䠖ᮌ㑦ᚨኴ㑻ᶍ෗䠛（ᅜ❧ᅜ఍ᅗ᭩㤋䝕䝆䝍䝹䝁䝺䜽䝅䝵ン）䠈ྑ䠖ᒸ⏣Ύ⚟ᶍ෗（༤ᩥ㤋
190ϯ）

図 -2　「  本૲図ේ（࡚ؠᕲԂ）」ॴ収で「カンΤンΨϠπリ」と໋໊された「水
ᣞ૲」の模ࣸ図

左：໦ᬔಙଠ࿠模ࣸʁ（ࠃཱࠃձ図ॻؗデδタルコϨクγョン），右：Ԭ
ాਗ਼෱模ࣸ（തจؗ　1903）

A䠖花期の᳜≀య

C:䛭䛖ᯝ B䠖ᑠ✑

図 -3　ۙ年૿加޲܏のカϠπリ
グαଐのؼ化植෺，ϗιϛキン
ΨϠπリ（2016 年 9 月，A� 上
໺不೜஑，B
C：ཾ ϲ࡚市，スέー
ル：B・12mm，C・1�6mm）
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ాጵຩ　౔໊ሣ照઱満植物ࣈኮ　1932）。
　 「،草ɿKoan-tcho，Oang-kol-(phul)ʲ왕골 ・r・ೆே઱の水ᖒ地
に生ず。京ـのߐ՚，શೆのሞ৓，ܚ北の金ઘ，܉Җ等はその໊産
地にして，ઐら᝘੮を੡するに用Ιらる。内地ਓの間には一般にߐ
՚᝘として知らる。無地৫，Ӣ௽模様，その他福，ᆹ，囍等の文ࣈ
を৫り出せるものあり。」

1933 年に農林省の出先として山形県新ঙ市に設置された
積雪地方農ଜៃᖖ調査ॴが，秋ా，ٶ৓，山形各県の状況を
調べて 1940 年にץ行した「،草栽培に᮫する調査（報告第
࿡ᥒ）」によると，ΧンエンガϠπリは，水ాの苗୅の活ࡾ
用と冬期間の༨৒࿑ಇྗの利用を目的に日本の北部への導入
が推঑されたようだ。

　 「・・೭等地方にԙける農業経Ӧの改善は基より一に止まらないが

冬季༨৒Ⴞྗの利用ফ化ᝀ౔地の利用増進等は重要改善事߲たるを

ࣦはない。本ॴはӈの目的に適合した一つの作物として،草の栽培

及೭が加工にண目し，ଖの第一ணखとして೭が技術的栽培ࢼ験を施

行するにࢸった次第である。」

秋ా០ཱ農事ࢼᱛ場では上ه調査ॴの設置に先んじて，
1929（ত和 4）年から،草，ΧンエンガϠπリのࢼ験に取
り組み，3 年間のࢼ験研究に基ͮいて，1931 年（ʁ）に「،
草栽培法ࢼᱛ成੷」（図 -4）をץ行した。

　 「ত和࢛年以来種子の配෍，ଖの他の方法にᎦつて೭が栽培の঑Ⴤ

を行ったॴ，現在では૬ᙛ収ӹを収めつʍある地方もあるが，વし

શ០的に観る時は未だ普及のᰨ地多く，今後ӹʑ増産にྗを入れ特

産として発展せしめる必要がある。」

同農事ࢼ験場のᐁ৊။が作成したֆ葉ॻに用いられ（図
-5），また，「秋ా០⇷年ላߍ　農業ڭՊॻ　ר一　第一二　ણ
ҡ作物（秋ా០ڭ育။編1942　ࢊ）」の下هのه事があること
からも，౰時は一定の栽培と加工があったことがࣱばれる。

　 「本០にԙけるણҡ作物としてはӈの֎，᥉・،
わん

草
͙る

等がある。（中ུ）
،草は近年ே઱から輸入して東北地方の冬季の෭業として঑Ⴤされ，
០内各ॴに栽培されて加工品も市場に現れてΙる。」

චऀは，1989 年にؖ国を๚問したંにຽଏଜで展示栽培
のものを見たことがある。現在，秋ా県の植物目࿥などにΧ
ンエンガϠπリの໊を見ることがないので，秋ా県では栽培
の場からҳ出して野生化することはなかったようだ。

図 -5　  「،૲（ϫングル）の加޻」：秋ా០農ࢼࣄᱛᆘᐁ৊။
発ߦのֆ༿ॻ（ઓલʁ）

ᅗ‐ϱ 䛂ⳏⲡ（䝽ング䝹）のຍᕤ䛃䠖⛅⏣⦩㎰஦ヨ㦩ሺ᭐㚝᭳発⾜の⤮ⴥ᭩（ᡓ๓䠛）

ᅗ‐ϲ 䜹䝲䝒リグ䝃⛉᭷⏝᳜≀の௦⾲䠈
䜹䝭䜺䝲䝒リ �ǇƉeƌƵƐ ƉaƉǇƌƵƐ䠖䜶䝆䝥ト䠈
᱂᳜䠈19ϴϴᖺ 䛸䝟䝢䝹ス〇のᅵ⏘ရ

᜖を利用するΧϠπリグαՊ植物としては，ΧϛガϠπリ
（ύϐルス C .  p ap y r us  L.　図 -6）がੈքで最も有໊である
が，日本ではシチトウイ（ࣣ島᥉　C .  monop h y llus  7ahl.）が
大෼県国東地方の特産品として水ాで栽培され，それで৫ら
れた৞表はৎ夫でॊ道場などで用いられる。大෼県農業技術
センター٩ஙࢼ験地で作物として栽培・加工技術と品種改良
が取り組まれてきた。エδプトのナイル・デルタでは，草ৎ
150cm ほどになる多年生の C .  alop ecur oid es  Rottb.（図 -7）
を，「ॴによって，農地の境քが不明ྎな場合に栽培し，ま
た，ϑΝイϢーム（オΞシス都市）のݶられた場ॴで栽培し
てෑ物やҜ子」に作る。という（Boulos � el-Hadidi  THE 
WEED FLORA OF E(:PT  1989）。東ೆΞδΞではオオα
ンΧクイ（ S cir p us  g r os s us   L.f.) も使われる（図 -7）。

ΧンエンガϠπリをはじめ，ਅっす͙に伸びて節のないΧ
ϠπリグαՊ植物の᜖は結ߏਓʑに利用されてきた。一方，
᜖の両端を二ਓでޓいҧいに྾いて࢛֯に開く༡びに使い，

「ΧϠπリグα」の໊を遺した，かつての日本の子どもたち
も大ޱの利用ऀであった。

（秋ా県農業ࢼ験場作物部のࡾӜ߃子ࢯとࡾӜ一কࢯ（現ɿ北秋ా
地域ৼہڵ）にはॴ蔵資料のӾཡに͝高配をࣀりました。ྱޚਃし上
͛ます。）

図 -4　  「،૲栽培๏ࢼᱛ成੷，秋
ా០農ࢼࣄᱛᆘ，1931 ʁ」
の表ࢴの෦෼（秋ా県農業
（験場ଂࢼ

図 -6　  カϠπリグαՊ有用植෺の
୅表，カϛΨϠπリ 	 上：
Τδプト，栽植，1988 年）
とύピルス੡の౔産品	下


図 -7　᜖を利用するカϠπリグαՊ植෺
A� CZQFrVT BMPQFcVrPiEFT　Τδプト，φΠルデルタ，1988 年，B： 
4cirQVT HrPTTVT　タΠ，中央平1982，ݪ 年

B䠖Scirpus grossus

ᅗ‐7 ⛩䜢฼⏝䛩䜛䜹䝲䝒リグ䝃⛉᳜≀
�͗ �ǇƉeƌƵƐ alŽƉeĐƵƌŽŝĚeƐ 䜶䝆䝥ト䠈䝘䜲
䝹䝕䝹䝍䠈19ϴϴᖺ䠈�䠖 ^ĐŝƌƉƵƐ ŐƌŽƐƐƵƐ 䝍
䜲䠈୰ኸᖹཎ䠈19ϴ2ᖺ

A䠖Cyperus alopecuroides A䠖Cyperus alopecuroides

䛹䛱䜙䛛䜘䛔
᪉䜢

B䠖Scirpus grossus

ᅗ‐7 ⛩䜢฼⏝䛩䜛䜹䝲䝒リグ䝃⛉᳜≀
�͗ �ǇƉeƌƵƐ alŽƉeĐƵƌŽŝĚeƐ 䜶䝆䝥ト䠈䝘䜲
䝹䝕䝹䝍䠈19ϴϴᖺ䠈�䠖 ^ĐŝƌƉƵƐ ŐƌŽƐƐƵƐ 䝍
䜲䠈୰ኸᖹཎ䠈19ϴ2ᖺ

A䠖Cyperus alopecuroides A䠖Cyperus alopecuroides

䛹䛱䜙䛛䜘䛔
᪉䜢
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ձͩよりڠ˙
ձ౼ݕ験成੷ࢼ˙
˔ 平成29年度य़夏作ࣳؔ܎আ૲ࡎ・生育ௐ節ࢼࡎ験成੷

ձ౼ݕ
　日時ɿ平成29年11月13日（月） 13:00～17:00 
　場ॴɿホςルラングウッド
 ˟116-0014　東京都ߥ川۠東日฻ཬ5-50-5
 TEL 03-3803-1234
˔ 平成29年度ാ作・૲地ࣂྉ作ؔ܎আ૲ࡎ・生育ௐ節ࢼࡎ

験成੷ݕ౼ձ
　日時ɿ平成29年11月29 日（水） 10:00～17:00
  30 日（木）   9:30～16:00
　場ॴɿ浅草ビューホςル
 ˟111-8765　東京都台東۠੢浅草3-17-1
 TEL 03-3847-1111
˔ 平成29年度水Ҵؔ܎আ૲ࡎ௚播栽培・ܣ൞౳ ద用ੑࢼ験

成੷ݕ౼ձ
　日時ɿ平成29年12月 6日（水） 10:00～17:00
  7 日（木）  9:30～12:00
　場ॴɿ浅草ビューホςル
˔平成29年度水Ҵؔ܎আ૲ࢼࡎ験成੷中央൑定ձٞ
　日時ɿ平成29年12月7日（木） 13:00～17:00
  8日（金） 9:30～17:00
　場ॴɿ浅草ビューホςル
　ʪ൑定結果発表ʫ
　日時ɿ平成29年12月11日（月） 10:00～12:00
　場ॴɿ植調ձؗ3階ձٞࣨ
 ˟110-0016　東京都台東۠台東1-26-6
 TEL 03-3832-4188
˔ 平成29年度य़夏作໺ࡊ花きؔ܎আ૲ࡎ・生育ௐ節ࢼࡎ験

成੷ݕ౼ձ
　日時ɿ平成29年12月13日（水） 10:00～17:00
  14日（木）   9:30～17:00
　場ॴɿ浅草ビューホςル
˔平成29年度水Ҵؔ܎生育ௐ節ࢼࡎ験成੷ݕ౼ձ
　日時ɿ平成29年12月19日（Ր）  9:30～17:00
　場ॴɿ浅草ビューホςル

ձ౳ڀݚ˙
˙ ୈ25ճ日本農ༀֶձ農ༀϨギュラトリーαΠΤンスڀݚձ

γンポδウム
『農ༀの理解はどうして進まないのか』
　ーਓが作った化学物質を適切に൑断できる知ࣝ・情報をど
う伝えていくかー
　日時ɿ平成29年11月21日（Ր）10:00～16:45
 情報ަ換ձ 17:00～19:30
　場ॴɿさいたま市ຽձؗおおみや　小ホール
　下ொ3-47-8۠ٶ県さいたま市大ۄ࡛　330-0844˟ 
　参加අɿ4000円　情報ަ換ձඅɿ5000円
　ਃ込みɿ（一ࡒ）ཹ࢒農ༀ研究ॴ ࡔਅஐ子saka!iet.or.jp
 までメールで研究ձ出ܽ，情報ަ換ձ出ܽを͝ 連བྷ
 ください。
 参加අなどは౰日ձ場でお支෷いください。

広　 　　　場
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ฤू後ه
　10月となるとさすがにྋしくなってきました。զが
Ոのプランターで育てていたϐーϚンが夏場はまるで
実を付けなかったのですがɺここに来て実を付けまし
た。
　10月߸はトルコギキョウの特ूです。トルコギキョ
ウの大半は国内で育種された品種だとݪ稿をಡんで初
めて知りました。ΞメリΧݪ産のトルコギキョウがわ
が国でほぼ一年を通して栽培されるようになりました
が，そこにࢸった栽培技術をઐ໳Ոの方ʑに解આして
いただきました。
　農ༀなどの化学物質に対してফඅऀの不安感はґવ
として強く，間ҧった情報が広がってしまうのでしΐ
うか。リスクコϛュニέーションの問題点についての
しました。　　　　　　　　　（編ू子）ࡌܝ事もه
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